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第５２回平成２５年９月与謝野町議会定例会会議録（第８号） 

 

招集年月日 平成２５年９月２０日 

開閉会日時 午前９時３０分 開会 ～ 午後５時０分 延会 

招集の場所 与謝野町議会会議場 

 

１．出席議員 

       １番  野 村 生 八      １０番  山 添 藤 真 

       ２番  和 田 裕 之      １１番  小 林 庸 夫 

       ３番  有 吉   正      １２番  多 田 正 成 

       ４番  杉 上 忠 義      １３番  井 田 義 之 

       ５番  塩 見   晋      １４番  糸 井 滿 雄 

       ６番  宮 﨑 有 平      １５番   簱   毅 

       ７番  伊 藤 幸 男      １６番  谷 口 忠 弘 

       ８番  浪 江 郁 雄      １７番   田 博 文 

       ９番  家 城   功      １８番  赤 松 孝 一 

 

２．欠席議員（な し） 

 

３．職務のため議場に出席した者 

      議会事務局長    秋山  誠    書 記    土田 安子 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席した者 

      町 長    太田 貴美    代表監査委員    足立 正人 

      副 町 長    堀口 卓也    教 育 長    垣中  均 

      企画財政課長    浪江  学    教育委員長    白杉 直久 

      総 務 課 長    奥野  稔    商工観光課長    長島 栄作 

      岩滝地域振興課長    中上 敏朗    農 林 課 長    井上 雅之 

      野田川地域振興課長    坪倉 正明    教育推進課長    小池 信助 

      加悦地域振興課長    森岡 克成    教 育 次 長    和田  茂 

      税 務 課 長    植田 弘志    下水道課長    西村 良久 

      住民環境課長    朝倉  進    水 道 課 長    吉田 達雄 

      会 計 室 長    飯澤嘉代子    保 健 課 長    前田 昌一 

      建 設 課 長    西原 正樹    福 祉 課 長    浪江 昭人 
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５．議事日程 

  日程第１  議案第９０号  平成２４年度与謝野町一般会計歳入歳出決算認定について 

                                           （質疑） 
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６．議事の経過 

（開会 午前９時３０分） 

議  長（赤松孝一） おはようございます。 

ただいまの出席議員は、１８人であります。 

定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

本日の会議は、お手元に配付しております議事日程に従い進めたいと思います。 

本日は、ご案内のように、決算に入るわけでございますが、お手元に資料が配付してございま

す。見ていただいたらわかると思いますが、一応、念のために今回から決算認定の質疑方法が変

更されるということが議会運営委員会で決まりましたので、お手元の資料を見ていただきたいと

思いますが、今回、決算資料事項別明細によりましてワンブロック、ツーブロック、スリーブロ

ックというふうに三つのブロックに分けてございます。 

そこに書いてありますとおりのブロックであります。このブロック、三つのブロックの中で

３回の質問をお受けいたします。例えば、ワンブロックで一つの、３回質問されても結構ですし、

各ブロックごとに１回ずつ質問されても結構ですし、いわゆる３回のみということでございます。

また、最後に歳入歳出全般の総括質疑がございます。ここでは一議員、これも１回１０分以内の

みと、いずれも１０分以内のみということでございますので、ご了解の上、質疑いただきますよ

うに、よろしくお願いをいたします。 

よろしいでしょうか、この件。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長（赤松孝一） 日程第１ 議案第９０号 平成２４年度与謝野町一般会計歳入歳出決算認定につ

いてを議題とします。 

ここで、浪江企画財政課長より配付資料の報告を求めます。 

浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） おはようございます。 

たび重なる訂正で、大変申しわけございませんが、決算参考資料の誤りがございますので、

３点、正誤表を配付させていただいております。ご確認がいただきたいと思っております。決算

参考資料の４３ページの後期高齢者医療特別会計の説明表におきまして、収入済額、収入未済額、

収納率について数字に誤りがございましたので、ご訂正をお願いしたいというふうに思っており

ます。 

それから、２点目は４６ページでございます。一時借入金運用状況の表の見出しでございます。

収入済額、支出済額のところに月計となっておりますのが累計の誤りでございますので、ご訂正

をお願いいたします。 

それから、１５２ページの染色センター管理運営事業の施設利用者数でございます。１５２ペ

ージの中ほどの（１５）染色センター管理運営事業の表中、施設利用者数がございますが１万

６，３９８人となっておりますのを１，６３９人にご訂正をお願いしたいと思います。お手間を

とらせますけれども、よろしくお願い申し上げます。 

議  長（赤松孝一） 本案については、既に提案理由の説明は終わっておりますので、直ちに質疑に入

ります。 
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最初に、先ほど申しましたように歳入及び議会費、並びに総務費、民生費にかかわる質疑に入

ります。 

質疑はありませんか。 

１番、野村議員。 

１  番（野村生八） おはようございます。 

平成２４年度一般会計決算について、質問いたします。最初に加悦地域振興課長にケーブルテ

レビについて、質問します。平成２４年度も大変多額の予算で、いろいろな取り組みがされまし

た。平成２４年度全体で、このケーブルテレビについては、どのような評価をされて、課題があ

るというふうに考えておられるのか。まず、お聞きをいたします。 

議  長（赤松孝一） 森岡加悦地域振興課長。 

加悦地域振興課長（森岡克成） おはようございます。 

それでは、質問にお答えをさせていただきたいと思います。与謝野町有線テレビにつきまして

は、ご案内のとおり平成２２年から全町拡大ということで、全域に有線テレビの対象地域ができ

ました。これまでから何回も申し上げさせていただいておりますとおり、現在の加入率、全体で

８月末現在で８６％、平成２４年度末で８５．６％という数字になっております。昨年１年間で

は９２件、９２戸の新規加入をいただくなど、さらに、ことしに入っても加入がふえておりまし

て、大変ありがたいことだというふうに思っております。特に台風１８号でもありましたように、

防災関係、ますます重要な施設、音声告知端末の重要な機器となっておりますので、さらに加入

をふやしていただきたいと、加入をしていただきたい。また、ふやす努力をしていきたいという

ふうに現在、考えております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） まず、今、答弁にもありましたが、当町のケーブルテレビはテレビの視聴と同時

にＦＭ告知など、防災という点でも大変重要な設備です。その点で、どのように安定的に運営す

るかということが非常に大きな課題だと思っています。過日、テレビだけではなくて、全ての機

能が停止をいたしました。この件について、何が原因で、これは、どのような形で解決されて、

今後については安定的な運営という点で、どのような現状になっているのか、今回、平成２４年

で全ての与謝野町全域に対象を拡大できたという中で、こういう点について、どういうふうに準

備されて、こういうことがやられたけども、こういうことが起こったのかということを含めてお

聞きをいたします。 

議  長（赤松孝一） 森岡加悦地域振興課長。 

加悦地域振興課長（森岡克成） お答えいたします。今、議員がおっしゃいました有線テレビの停波につ

きましては、大変ご迷惑をおかけいたしました。期日につきましては、８月２７日の午前８時

２０分ごろから、同じく午前１１時３０分ごろまで、約３時間にわたっての停波ということでご

ざいました。原因につきましては、いろんな調査をしました結果、有線テレビスタジオ、センタ

ー施設の最終的な増幅器、機器の故障ということが判明いたしました。それで判明したすぐに増

幅器の交換、予備品との交換を行いまして復帰したというふうな状況でございます。特に経年劣

化が起こる機器につきましては予備品を常に在庫をしておりまして、できるだけ緊急時には対応

するという仕組みにしておりますが、今回、非常にまれにしか故障しない一番最終段階での増幅
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器、つまり５０の入力で入ってきたレベルものを１００に上げて有線テレビのラインに流すと、

いわば有線テレビの心臓部というふうな機械でございまして、通常は、これまでの、私の経験で

も１０年以上、故障なしで持つというものでございましたが、まだ、ちょっと今現在、原因は調

査中ですけども、機械内部の故障というふうなことだと伺っております。 

それで、今回、特に課題となりましたのは、有線テレビの中で衛星放送については通常どおり

停波せずに流れていました。また、インターネットにつきましても、通常どおり利用がしていた

だけました。停波しましたのは、地上系の普通一般チャンネルの２チャンネルから１２チャンネ

ル、それと音声告知が停波をしてしまいました。そこで緊急通報、住民の皆様にお知らせする手

だてが音声告知ではできなかった。防災行政無線を使わせていただいて、緊急に放送をさせてい

ただいた。そのことで若干時間にずれが生じたということで、町内の電気店さんを含め、いろん

な方面の関係の方々にご迷惑をおかけいたしました。そこで今回はＦＭ音声告知と、それから地

上系の放送等を、さらに二つに分けまして、それぞれ、その心臓部を二つ持つというふうな独立

した形に更新をさせていただきました。もし、一方が故障しても、もう一方で放送ができる。例

えば、テレビが映らなくても音声告知だけは生きると、それぞれ機械を分けて修繕というか、修

理をさせていただきました。もちろん、それに合わせて予備品も、その機械の予備品については

そろえたというふうなことで処置をさせていただいております。長くなりましたが、以上です。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 今の答弁だと、この間、全町拡大するために機器等も、いろいろと買って、そし

て、取り組まれてきましたが、この故障したのは前から運営していた部分の機器が故障したとい

うことでよろしいですか。 

議  長（赤松孝一） 森岡加悦地域振興課長。 

加悦地域振興課長（森岡克成） 今回、故障した機器につきましては、新しい事業で入れさせていただい

た機器でございます。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） その新しい機器が故障したということは、今回、導入するに至ってシステムを設

計された段階で、そういうことが予測できなかったのか、そのメーカーは当然、経験豊かなメー

カーだと思いますが、ほかではないけれども、ここで初め起こったとか、その辺の検証ですね、

メーカー自身が、どのように検証されたのか、その辺はいかがですか。 

議  長（赤松孝一） 森岡加悦地域振興課長。 

加悦地域振興課長（森岡克成） お答えいたします。先ほど申しました増幅器につきましては、心臓部と

いうことで、もちろん全国的に有名なメーカーの機器でございます。そのメーカーの技術者が言

うにつきましても、めったにない、私は初めて経験したというふうな、特にまれに起こったとい

う事故でございまして、その機器につきましては、現在、持って帰っていただきまして、原因を

はっきりしてくれというふうなことで依頼をかけております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 単に予備品と交換しただけではなくて、今の答弁だと原因究明もしっかり迅速に

されて、そして、さらにはラインの分割という、負担を減らすという方向でも取り組まれたとい

うことで、一定、安心しています。こういう事故というのはゼロというのは、それは難しいんで
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すけれども、絶対起こさないための取り組みそのものはですね、非常に大事で、引き続き、どう

いうことが起こり得るのかという、いえば危機管理ですね、そのことについて起こってからとい

うよりも、しっかりとメーカーにも問い合わせて、今後も起こり得る、そういう場合の対応の仕

方、すぐに復帰できるような、できるだけ早く復帰できるような対応の仕方等々ですね、さらに

十分、これを機会にですね、検証いただく必要があるというふうに思っていますが、いかがでし

ょうか。 

議  長（赤松孝一） 森岡加悦地域振興課長。 

加悦地域振興課長（森岡克成） お答えいたします。今回の停波につきましては、開局以来、初めての全

町的な停波ということで、大変迷惑をおかけました。また、大変貴重な体験ということで、今後、

こういったことがないように常々、備品購入費となりますけども、予備品の確保、あるいは光フ

ァイバーの確保などを引き続き続けて、こういった事故のときにすぐ対処できるようにさせてい

ただきたいと、また、できるだけ起こさないように努力したいというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） そういうハード部分だけではなくて、ソフト部分ですね、対応マニュアルといい

ますか、そういう場合の、しっかりどういう事故が起こる可能性があるのかということを、もう

一度メーカーとも調整されて、そして、こういう事故が起こった場合は、こう対応するという対

応マニュアル、職員が、どう動くとか、どういうふうに町民に知らせれるのかとか、この事故の

場合は、先ほど言われたように、今回の場合は知らせる方法もなかったということがありました

が、こういう場合は、どういうふうに知らせていくとかいうことが、なってから考えるというこ

とじゃなくて、すぐに対応できるような準備を、ソフト的な、することも非常に大事だと思いま

すが、いかがでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 森岡加悦地域振興課長。 

加悦地域振興課長（森岡克成） お答えいたします。議員おっしゃいますとおり、そういったマニュアル

的なものを整備すること、大切だと思います。引き続きそういったものの整備に向けて検討して

いきたいというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） よろしくお願いします。大変加入率も、どんどんと上がって、町民の皆さんも期

待をされているわけで、信頼されるということは非常に大事なことなんで、よろしくお願いいた

します。 

次に、独自の番組づくりについて質問します。平成２４年度では、こういう加入率で、たくさ

ん入っていただいた方が魅力を持っていただくためにも、独自の番組づくりというのは非常に大

事だと思いますが、どのような形で、どのように番組づくりがされたのか、その点についてお聞

きします。 

議  長（赤松孝一） 森岡加悦地域振興課長。 

加悦地域振興課長（森岡克成） お答えをいたします。この番組づくりにつきましては、決算資料

１０３ページに加悦地域振興課、有線テレビの概要ということで資料を添えさせていただいてお

ります。有線テレビにつきましては放送番組審議会というのを年２回、持たせていただいており

まして、その中で過去の番組なり、途中経過なりを見ていただいた方のご意見を伺わせていただ
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いております。また、住民の方々にも毎年は、なかなかできませんけれども、アンケートをさせ

ていただいて、番組に対する評価なり、意見をいただいております。ことしにつきましては、有

線テレビ、特に製作といたしましては自主放送を４２１本、年間で製作をさせていただいており

ます。その中ではスタッフが少ないですけれども、日々、新しい番組づくり、あるいは、最近で

はコマーシャル放送など、新しいちょっと行政の域を外れたおもしろい番組づくりということで、

いろんな番組づくりに一生懸命になってつくっていただいております。また、町民の皆さんから

も大変おもしろいという評価も聞かせていただいております。さらに新しい、いろんな分野での

番組づくりを目指していって、住民の皆様に見ていただける番組づくりを、これからも努力して

いきたいというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 今、加入率が上がって、運営が安定している黒字部分を基金に積んで、将来に向

けた準備がされているというふうに理解していますが、私は、その部分のですね、黒字部分の一

定額を番組づくりに投資をして、テレビを、より魅力あるものにすることによって加入率を、さ

らにふやしたり維持するということが大事ではないかと考えていますが、これについては課長が

答弁できるのかどうかわかりませんが、いかがでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 森岡加悦地域振興課長。 

加悦地域振興課長（森岡克成） お答えいたします。議員おっしゃいますように、毎年、剰余金といいま

すか、利益で基金を積み立てさせていただいております。現在、約９，０００万円ぐらい、３年

間で基金を積み込んでおりますけども、それに合わせてスタッフの充実という点もあるわけです

けども、基金は基金として将来にわたる、いろいろな改修、更新基金も必要ですので、非常に、

そのあたりにつきましては、難しいといいますか、困難で、当面は基金を積ませていただいて、

現在のスタッフの中で一生懸命頑張っていただいておりますので、そういったことで番組の充実

を図っていけたらというふうに考えております。回答になりませんでしたけども。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 投資というのはハード部分だけではなくて、そういうソフト部分に対する投資と

いうのもですね、それ以上に、私は大事だというふうに考えてまして、ぜひ、そういうことにつ

いても検討いただきたいということを指摘をしておきます。 

それで、旧加悦町時代から自主製作された画像というのがたくさんあるんだろうというふうに

思っていますが、これはどのように保存されていますか。 

議  長（赤松孝一） 森岡加悦地域振興課長。 

加悦地域振興課長（森岡克成） お答えいたします。加悦町時代からの部分につきましてはデジタルテー

プという形で、現在は保管をしております。いわゆる放送分のテープにつきましては、全て途中

に一度、新しいテープにダビングをさせていただいて、放送した分については全部在庫というか、

ライブラリーとして保管をさせていただいております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 過日、図書館について、質問しました。その中で図書館の持つ機能の大事なもの

が、その地域特有の情報を永年保存すること、こういうことについても取り上げました。今、図

書館は紙ベースのデータ情報だけではなくて、映像、音楽など、あらゆる情報のセンターと、情
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報センターというのが全国的な運営の現状だろうというふうに思っています。 

今、取り上げました与謝野町のケーブルテレビが持っている映像というのも、この与謝野の町

の大事な情報だというふうに、私は思っています。これを保管のプロである図書館がしっかり保

管していく、将来、２０年、１００年後に、それを見れば与謝野町がどうだったのかがよみがえ

ってくるという、そういうことが大事だと思っていますが、図書館で保管するためには何が必要

かと考えておられますか。 

議  長（赤松孝一） 森岡加悦地域振興課長。 

加悦地域振興課長（森岡克成） お答えいたします。現在、テープというか、デジタルテープという形で

保管をしております。かなりのスペースの中で保管をしておりますので、実は、そのテープにつ

きましては、いつの時期か、ディスク版のほうにダビングを一旦、全部させていただいて保管す

るのがスペース的にもいいし、また、保管につきましても、その際、２枚、１枚でなく２枚つく

らせていただいて、もしもの場合に備えるというふうな形で、これまでから保管しておりますテ

ープ類をディスクの形で保管するがベストであろうかなというふうに考えております。 

ただ、これまでからの番組全てをダビングするということになりますと、手作業ということに

もなりますし、また、事業所、業者への委託という形になりますと、相当な経費もかかるわけで

ございまして、なかなかすぐに全部をというわけには、難しいだろうというふうに思っておりま

すけども、今後、検討しなければならないというふうに考えております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 教育長にお伺いします。先ほど言った図書館の機能は、非常に大事だという答弁

をいただいたと思っております。今、問題にしている情報をですね、これを図書館で保管する。

そして、町民が自由に、いつの時代の映像でも見れるという、そういう機能を加えていくという

ことは大事だというふうに思っていますが、これについて教育長のお考えをお聞きします。 

議  長（赤松孝一） 垣中教育長。 

教 育 長（垣中 均） お答えします。確かに貴重な情報だと思っております。そして、この町に根差し

た情報でございますので、それらを収集保存していくということは、後世にとって非常に意義の

あることだと、そのように思っております。 

いずれにしましても、そうした情報を、どこかで収集保管するということ等は大切なことであ

り、それを図書館が担うとすれば、図書館が担うと、いうたら総合資料館のような役割を持たな

ければならないと、そのように思っております。いずれにしましても、私は、そうした、どちら

かといいますと、行政においては、一番大切なのは、私は行政で、その民生の安定だろうと、そ

れは行政の第一の役割でございます。つまり町民の安心・安全をいかに、どう確保していくかと

いうこと、その上に成り立つのが文化だと私は思っております。したがいまして、それに対して

町民が、町が、行政がいかに意義を、価値を認めていくかということが、私は、その町の品格だ

と、そのように私は思っております。 

皆さん方が、そうした意識を持ってまちづくりに邁進していけば、いい町ができるんじゃない

かと、そのように思っております。以上です。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 私もですね、２１世紀に入ってからですね、２１世紀は、そういう文化の時代だ
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というふうに思いまして、個人的にも取り組んできています。今、教育長、言われことは、その

とおりだなと受けとめていまして、ぜひ、そのことも大事に今後、運営をしていただきたいと思

います。 

それで、先ほど危機管理の問題で指摘しましたが、こういう映像についても、いつ紛失するか

わからない、その可能性があるという意味で、先ほど答弁されたように、大変大事なデータ、情

報、資源ですので、できるだけそういうことができるように、いろんな補助事業等々も工夫して

いただいて、取り組みしていただきたいというふうに思いますが、最後に町長、お考えをお聞き

します。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） まさしく、これらも我が町の宝だというふうに思いますし、それらを有効に後世

に残していく、そうした作業も地道ながら進めていくということが大事だと思っております。そ

れらに対して何らかの今後の方策を考えてまいりたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 次に、企画財政課長に男女共同参画事業について、質問いたします。平成２４年

度で、どのような取り組みをされたのか、まず、お聞きします。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。男女共同参画の関係につきましては、非常に多岐にわた

りまして、それぞれの各課が関連をするわけですけれども、一つ企画という点で捉えまして、私

どもの企画財政課のほうで、そのもとを持たさせていただいているということでございます。 

それで、各課それぞれ男女共同参画社会の実現に向けて取り組みはあるわけですけれども、企

画財政課として取り組みました平成２４年度の内容ということでお答えをさせていただきたいと

いうふうに思います。 

決算参考資料の１０６ページに男女共同参画事業を上げさせていただいております。まず、平

成２０年度から平成２４年度までの５カ年が経過をいたしまして、合併当時に策定いたしました

男女共同参画計画、みんなの和づくりプラン、これの後期に差しかかるということで、平成

２４年度は男女共同参画推進委員会の開催、あるいは職員で構成しますワーキング部会を開催い

たしまして、住民アンケート、あるいは後期の施策、これをどのように取りまとめていくか、そ

の議論をさせていただきまして、平成２５年度に入って印刷製本させていただいて、ここに持っ

てきております、みんなの和づくりプランを後期施策としてまとめさせていただいております。

そのほか啓発講座の開催、あるいは女性チャレンジ相談の開催、広報紙への啓発記事の掲載、あ

るいは女性相談の開催、これらを行いまして、特に近年、ＤＶ対策ですとか、あるいは、防災に

かかわる女性の参画、こういったところがクローズアップされてきておりますので、そういった

部分も含めまして、今、申し上げましたような取り組みを行い、また、このプランづくりに、そ

の辺の社会情勢の変化を持たせるような形で修正を加えさせていただいたと、そのような内容を

行ってまいっております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 今、答弁にありました、みんなの和づくりプランというのができ上がっていただ

きました。これ見させてもらいましたが、保育所や学童保育ですね、これについて先日来、課題
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になっていますので、この中では、どうなっているのかなと思って、生き生きと働ける環境づく

りかなと思って見させてもらいましたが、そこにもありませんし、全体を見ても保育所、学童保

育について書かれていることがありません。これなぜ、こういう計画の中には保育所や学童とい

うのは含まれていないのか、この点についてはいかがでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。このみんなの和づくりプラン、これ議員さんにも配付を

させていただいておると思います。この中で、今、ご指摘の保育所、あるいは学童といった部分

につきましては、みんなで支え合う子育て支援のくだり、２３ページになりますけれども、この

みんなで支え合う子育て支援のところに保育所の関係ですとか、学童保育などの記述を上げさせ

ていただいているということでございます。例えば、多様な子育て支援サービスの提供で、男女

とも働きながら安心して子育てができるように一時保育、時間外保育などの多様な保育サービス

の充実ですとか、子供の医療費助成費の継続、あるいは療育と保育の充実、児童手当の支給など、

主要事業を含めまして採用させていただいているというところだろうと思っております。また、

こういった計画を受けまして平成２４年度の実施計画というのもまとめさせていただいておりま

して、その中では、さらに、それらの具体的な考え方を掲載させていただいているというふうに

思っております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） こういう計画をつくるに当たって、アンケート等をとられて、いろんな論議がさ

れたんだと思うんですが、今の保育と学童の問題について、どのような議論がされてですね、今

の与謝野町の、この到達ですね、保育や学童の到達、そして、課題、働く機会の均等、いわゆる、

こういう問題については、どうしても女性に負担が押しつけられてですね、女性が働くというこ

とが、できにくいというのが大きな課題だというふうに思っていますが、この与謝野町では、そ

のことについては、どこまで取り組みができて、今後どういうふうに解消していくのかというこ

とを、この分野として、当然、担当課は今、問題になっています形で取り組まれていますが、こ

の分野として企画財政課としては、もう少し具体的にですね、どのような受けとめをされて、進

めようというふうに考えておられるのか、お聞きをしておきたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。それぞれの課において行います取り組みは別といたしま

して、今、言われましたような町の方策として、どういったところに力点を置いているかという

ところかなというふうに思っております。一つには、先ほども少し触れましたけれども、いわゆ

る家庭内における暴力等を含むＤＶ、これらの状況というのが非常に顕著になってきているとい

うところがございますので、そういったところをフォローアップをさせていただくために、女性

相談などのものを充実をさせていただいて、個別にご相談に応じていくということが一つあるか

なというふうに思っております。 

それから、もう一つ申し上げますと、昨年、町政懇談会を子育てミーティングというような形

で開催をさせていただきましたのも、いわゆる子育て世代の皆さんが、どういったお考えをお持

ちなのか、それがお聞きしたかったということですけれども、例えば、その中で出ておりました

のは、子育てする世代の方々は必ずしも町で育った方ではなくて、町外からお越しになった方が
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非常に多くて、ひとりぼっちで子育てされるケースがある。したがって、町内の情報というのが

わからないと、学校、保育所、幼稚園、学童、医療、そういった側面においても、どこに、どう

いうサービスが受けられるのかがわからないという声が非常にたくさんございまして、そういっ

たところは、総合的な部分ですので、私どものほうで、いわゆる子育て支援マップ、情報を網羅

した広報できるものを、それぞれつくらせていただいて、活用させていただくことで、そういっ

た方々のサポートをさせていただきたいと、そのようなことも取り組ませていただきまして、今

年度中には、そういったものもつくっていきたいというようなことも考えているところでござい

ます。 

１  番（野村生八） 時間が来ましたので終わります。 

議  長（赤松孝一） ８番、浪江議員。 

８  番（浪江郁雄） それでは、民生費の中から１点だけお伺いしたいと思います。決算資料の

１１４ページ、自殺対策事業「つながるこころささえる事業」について、住民環境課長にお伺い

いたします。 

これは昨年の９月に新規事業として立ち上げられまして、ちょうど１年がたちました。そのと

き、私も質疑をさせていただきまして、それがちょうど１年前の９月２０日でございました。そ

のときの答弁を踏まえまして、何点か質問をしたいと思います。まず、初めにですね、この事業

を始められて１年がたったわけですけども、この与謝野町の自殺者の数、あるいは年代別とか、

動機でありますとか、こういった当たりの現状について、お伺いしたいと思います。 

それとあわせまして、これは事業が始まるときにも言われておりましたけども、この事業によ

って、どれだけ効果があるのかというのは、なかなか検証もしにくいですし、こういったことは

難しいんですけども、それを前提としまして、課長のご所見を伺いたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 朝倉住民環境課長。 

住民環境課長（朝倉 進） お答えします。まず、現状でございます。最初にお断りしておきますけれど

も、昨年６月にも申し上げておったかと思いますが、この事業でもって即効性があるものではな

いというふうに思っておりますので、ただ単に実績という形での現状をお話をさせていただきま

す。平成２１年度から平成２４年度までの自殺者の数です。平成２１年が９人、それから、平成

２２年が１１人、平成２３年が８人、平成２４年は３人です。府内市区町村別の順位というもの

が出ておりまして、それも申し上げますと、平成２１年は府内市区町村ですから、京都市内の区

も入れてが６位です。平成２２年が２位です。平成２３年が８位、平成２４年が２５位というこ

とになってございます。 

それと効果の点でございます。効果と申し上げましても、はっきりしたことといいますか、効

果につながっておるかどうかというところは甚だ疑問の部分はあろうかと思いますが。この決算

資料の１１４ページに掲げておりますようなゲートキーパーの缶バッチの作成費ということで、

ゲートキーパーといいますのが自殺される方は、その直前に自殺をほのめかされるということが

ございます。そういった中で身近な人が、その状態に早く気づくといいますか、いうふうな人が

いるんじゃないかというふうなことで、町の職員、全職員を対象にしましたし、あと社協の職員

さん、あとは民生委員さんも含めて、そこにありますように２７５人の方に受講していただきま

した。講師は京都府丹後保健所の職員さんでいらっしゃいます。ゲートキーパーの缶バッチです
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けれども、ここにありますような、この丸い缶バッチをつくらせていただいて、配布をさせてい

ただいたのが２７５人ということでございます。 

それから、そこにありますように、こころの体温計ということ、これにつきましては、携帯電

話ですとか、インターネットですとかをご利用いただく中で、今の心の状態を簡単なアンケート

形式みたいな形ですることによって、今、どういう状態にあるかというふうなことを自分でも確

認ができる。それから家族の方で、最近、うちの主人が何かうつの感じなんだけどもというよう

なことで、家族モードというふうな形で、家族の方でも、そういうふうなことが確認ができると

いうふうなことを昨年の１１月２０日でしたかに立ち上げをしました。 

そちらのほうの関係、昨年の１１月の下旬から３月末まで総アクセス数を申し上げますと、町

内外合わせて約２万件でございます。町民のご利用は１万６，５００件、そのほかが町外の方で

あったり、属性を入力するということで、町内の方か男性か女性かだとかいうふうなところをチ

ェックする場面があるんですけども、そこの未入力の方が３，５００人ほどいらっしゃるという

ことで、都合２万件と、この中で特筆すべきなんですが、本人モードのところでレベル３という

のと、レベル４という、かなりうつが進行されていたり、あとなるべく早く専門の相談窓口です

とかにつなげる必要があるというふうな方が、合わせて５５０人ほどいらっしゃいました。 

こころの体温計、体験していただきましたらわかるんですけれども、一番最後に、その診断の

結果とともに相談窓口のご紹介をさせていただくような形になってございます。心に不安等があ

られる方は、その相談窓口、適切な相談窓口ですね、京都命の電話ですとかいうふうなことも含

めてですけれども、そういった窓口につなげていくというふうなことをさせていただきました。

それと、最後ですけども、啓発映画ということで、「ツレがうつになりまして」という映画がご

ざいます。そちらの映画を毎年、年末ですとか、年度末ですとかが、とても自殺者がふえる月と

いうこともあります中で、先ほどのこころの体温計を１１月にしましたのも、１２月の自殺が多

くなる時期に合わせて導入させていただきましたし、啓発映画の関係は３月の初めに年度末とい

うことで、それに合わせて映画の上映もさせていただいたということでございます。以上です。 

議  長（赤松孝一） 浪江議員。 

８  番（浪江郁雄） 非常に詳しい答弁いただきまして、私がお聞きしたいことが大分少なくなりまし

たけども、それでゲートキーパーの件についてお伺いいたしますけども、これ先ほど答弁ありま

したように、まず、全職員、これ私も行かせていただきましたけども、あと社協の皆さん、職員

さんですね、あと商工会の方とか、それから、一般の方も、昨年の答弁では、どの程度できるか

わからないが、ちょっと検討していきたいというふうな答弁があったわけです。この点について

は、いかがですか。 

議  長（赤松孝一） 朝倉住民環境課長。 

住民環境課長（朝倉 進） お答えします。最終的には宗教関係といいますか、お寺さん、神社の方、あ

と教会関係のほうにもご案内を差し上げて、それが一般と言えるのかどうかなんですけども、結

局、そちらの関係はお一人の方が受講していただいたということでございます。以上です。 

議  長（赤松孝一） 浪江議員。 

８  番（浪江郁雄） 次に、サポートについてですけども、先ほどソフトのほうでは、自己診断した後

に、そういった相談窓口の紹介が出るというお話がありました。それで住民環境課の窓口のほう
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では、ちょうど昨年の４月からですか、福祉課のほうから受け継がれて、そういった対応をされ

ていると思うんですけども、そこで、いろんな相談がある中で、それぞれの方に応じて適切な他

の窓口につないでいくといいますか、紹介していきます。そういった業務についてですね、この

あたりが非常に大事になってくると思うんですけども、昨年の状況について伺いたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 朝倉住民環境課長。 

住民環境課長（朝倉 進） お答えします。この関係につきましては、文教厚生常任委員会でも相談窓口

につなげたのであれば、各相談窓口のほうに、このこころの体温計を見て、電話をかけただとか

いうふうなことの内容がわからないかというふうなことは確認しておくべきではないかというふ

うなことをご指摘をいただいたりしておりました。実際、どういうふうな形で、その相談窓口に

つなげられたかどうかということが今のところは私どものほうでは承知しておりません。直接、

私どものほうにも相談窓口として名前が挙がっておりますので、私どものほうにも電話がかかっ

てくる可能性はあったんですけども、平成２４年度につきましては、ありませんでした。平成

２５年度に入りまして、最近８月の初旬に街頭啓発を京都府丹後保健所と合同で、あるスーパー

の前でさせていただきましたところ、チラシをお配りしたんですけども、そのチラシをごらんに

なって初めて私どものほうにお電話いただいたことがありました。それにつきましては、フリー

ダイヤルで京都府のほうの自殺対策の相談コーナーが、そのチラシにも掲げてあるんですけれど

も、そちらのほうにお電話いただくようにということで、ご案内を差し上げたことはありますと

いうことでございます。 

議  長（赤松孝一） 浪江議員。 

８  番（浪江郁雄） わかりました。それでは、もう１点、昨年の答弁の中では、こういった相談窓口

の一覧表のようなものをつくってというようなお話があったと思うんですけども、このあたりに

ついては、現状はどうでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 朝倉住民環境課長。 

住民環境課長（朝倉 進） 昨年、１１月にこころの体温計というものを導入させていただきましたとき

に、こちらのパンフレット、これを全戸配布、中にはこころの体温計の使い方ですとかいうふう

なものもご案内させていただきました。これの一番後ろに相談窓口の一覧表というふうな形で、

これは各課ですとかにも相談させていただいて、まず、心の健康ですとか、あと子供に関するこ

と、女性に関すること、高齢者、障害者の関係、あと経済ですとか生活面での相談窓口というか、

そういうふうな区分の中で京都府の相談窓口も当然ありますし、役場の窓口、心の健康でしたら

精神保健福祉の関係の相談でしたら福祉課ですとか、あと心の相談でしたら保健課だとかいうふ

うなことも含めまして、民間の相談窓口も含めて一覧表にさせていただいたものをお配りしたと

いうことと。 

あと３月に行いました啓発映画の上映の際にも、この同じパンフレットを受付に置かせていた

だいて、そのＰＲを図らせていただいたということでございます。 

議  長（赤松孝一） 浪江議員。 

８  番（浪江郁雄） それでは、最後になりますけども、他の自治体では、自殺対策の総合計画のよう

なものをつくられて、総合的、かつ効果的に対策をされているというお話をさせていただきまし

た。その中で、課長の答弁としては、今現在は、そういった話はないけども、今は、そういう話
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はないけど、各関係課と相談をしながら必要であれば、そういうことも考えていきたいというよ

うな答弁がございました。その件について、伺いたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 朝倉住民環境課長。 

住民環境課長（朝倉 進） ちょうど平成２５年が総合計画の後期計画の策定の年というふうなこともあ

ります中で、その計画の中に若干ではありますけども、入れさせていただきました。総合計画上

も町の重要な施策として取り上げさせていただいて、これからも継続的に事業を展開させていた

だくというふうな形で考えております。 

議  長（赤松孝一） 浪江議員。 

８  番（浪江郁雄） わかりました。この自殺対策ですね、やはりこういった社会全体で取り組んでい

くという非常に重要なことであると思っておりますので、今後とも引き続きよろしくお願いした

いと思います。 

終わります。 

議  長（赤松孝一） ここで４５分まで休憩いたします。 

（休憩 午前 １０時２７分） 

（再開 午前 １０時４５分） 

議  長（赤松孝一） それでは、休憩を閉じまして、会議を再開いたします。 

質疑を続行します。 

質疑ありますか。 

１７番、田議員。 

１ ７ 番（田博文） それでは、平成２４年度一般会計決算について、質問させていただきたいという

ふうに思っております。 

平成２４年度を振り返ってみますと、大きな災害もなく、ある意味では平穏な１年だったかな

というふうに思っております。この間の台風１８号では非常に福知山市、旧大江町を中心に大き

な被害が出ました。私もちょっと用事があって福知山に行ってきたんですけれども、あの由良川

沿いの、あの民家、非常に家の畳だとか、いろんな家財を出して掃除をしておられたのを見てお

りました。いろんなボランティアの方が来られたり、成美高校というバスがとまっておったり、

いろいろと皆さん協力してやっておられるんかなというふうに思っておりました。 

そういう意味では、この総合計画の中にもありますように、後期の基本計画が策定をされまし

た。策定費用というのは、この予算の中にも上がっております９７万３，５００円と、こういう

数字が上がっております。この中で、前期もそうだったんですけれども、後期も、この住民アン

ケートというのをとられました。この中で住民の皆さんが非常に要望といいますか、熱望されて

いることがあります。これは上位ベストスリーといいますか、要望スリーといいますか、それは、

やっぱり災害に強い山や川づくり、あるいは防災体制の強化、これが一つです。 

それから、次が新たな産業興しや雇用の確保、これが二つ目です。 

３点目が、高齢者や障害者の福祉の充実、あるいは社会参画と、これが今、住民の方が非常に

要望されている、これをぜひ、前に進めてほしいということが一つには、ここのアンケートの中

にあらわれているんではないかなというふうに思っております。福祉の推進というのは、やすら

の里が完成をしたり、あるいはリフレでも障害者の方が働いていただいたり、いろんな形で推進
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をされているというふうに思っております。 

災害に強い森づくり、山づくり、川づくり、あるいは防災体制の強化というのも、ある意味、

河川の改修でありますとか、あるいは防災行政無線でありますとか、いろんな形で住民に安心・

安全を与えているんではないかなというふうに思っております。 

今、野田川改修におきましても、加悦奥川を中心に整備が進んでおります。一番問題なのは、

やはり新たな産業興し、そして、雇用の確保、このことが非常におくれているといいますか、推

進が、まだまだ足りないんではないかなというふうに思っております。これは、私は委員会でも

課長に聞きました。その答弁は言いませんけれども、町長にお伺いをいたします。この今、申し

上げた産業興しや雇用の確保、このことについて平成２４年度というのは、どのような努力をさ

れたんでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 産業そのものの、いろんな定義づけがあると思いますけれども、今までにもるる

述べてきましたように、与謝野町の昔から継がれてきている農業、また、織物業、それらを新た

なリニューアルをするような形で前へ進めていくことが、まず、一つではないかと思うのと、そ

れらの担い手が、だんだん少なくなっている。それを何とか今以上にしたいですけれども、まず

は今の状況をキープしていく。そして、それから、新たな事業展開を今後も町も一緒になってま

ちおこし、村おこしの中で考えていくというのが、まず、一つと。 

それから、やはり与謝野町にとって非常に、そうした宝があるものが、全国へなかなか発信が

できていない。よその町は、今もう日本中、観光ということが一つになっております。そうした

意味では、与謝野町は多くの、磨けば光る、そうした宝があるんですけれども、それがなかなか

実際に作業に、磨くところまで、なかなかいっていないと、ですから、一つの切り口としては与

謝野町のよさを全国に発信していく、そのための観光ということが、今後、新しい中で重要な、

産業興しの中で重要な位置づけをして、ですから、与謝野町の計画の中には産業振興ビジョンと

いうものをつくり、また、それらを興していくためには、その直接、観光にかかわっている方が

非常に少ないものですから、やはり、ほかの産業の人たちの力をかりて、そして、それらをドッ

キングさせながら、観光というものに光を当てていくという努力を今、やりつつあります。その

中で、今回、ことしに入ってからですけど、昨年からも計画のありました、海の京都の中で、与

謝野町を新たな観光の、そうした拠点とするところとして、ちりめん街道のところを、重伝建の

あります、そうしたところを一つの地域、拠点として、それに付随して、そこから町のよさを発

信できるような仕組みをつくっていこうということで、今、府の、そうした考え方、また、国の

考え方にのっとった形で与謝野町は、今、計画づくりをしています。非常におくれているように、

よそからは見えるんですけれども、にわか仕立てでやっているわけじゃなしに、今までから何年

間かかかってビジョンをつくったり、そして、産業振興会議を開いて、産業振興計画といいます

か、それらもつくり、その中で中小企業振興条例等も住民の方たちとつくりということで、お互

いに気持ちを一つにして、それらに取り組んでいこうという、そういう耕しの、今は段階だとい

うふうに思っております。 

いよいよこれが一つの形となって与謝野町全体での動きになるんではないかという、そういう

期待と予感を今しているところです。その中には前にも申し上げましたけれども、福祉の施設だ
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って、ただ建てて、そこでお世話をしてますじゃなしに、そのことによって、やっぱり都会で働

いてた若い人たちも帰ってきたり、あるいは農業にしても、そうですし、そうした、この町の魅

力を発信することによって多くの人が、この町へ訪れてくれる。また、そこで定着をしていただ

くというような相乗効果が出てくるんではないかと。今までは、どっちかというと、負のスパイ

ラルでしたが、これがもう一から今度は上に向かって上がっていくスパイラルに変えていかなけ

ればなりませんし、また、そういう今、段階に来ているんじゃないかというふうに思っています。

それをするには、どんなことでもそうですけど、そこに住んでいる人たちがやろうという気にな

らないと、同じ計画でも、なかなかうまくいきませんので、そうした機運を醸成している。また、

そうした有利な施策、国の施策や府の施策に乗って与謝野町も盛り上げていこうという、まさに、

そのときだというふうに思っております。 

ですから、まだまだ不十分ですけれども、そうした思いを持ったいろいろな方、あるいは、特

に住民の方の中でも若い人たちが、そういう気持ちになっていただいている、いろんな芽が出て

きておりますので、それらの皆さんの力をかりながら、この与謝野町を盛り立てていくというこ

とをしていきたいというふうに考えております。 

議  長（赤松孝一） 田議員。 

１ ７ 番（田博文） 今、町長、観光まちづくりという視点といいますか、観点を捉えてご答弁をいた

だきました。海の京都ということで、絶好の機会であるということは間違いない。上昇スパイラ

ルに何とか乗せていきたいんだという町長の思いを聞かせていただいたんですが、観光まちづく

りというのは非常に時間がかかるんですね。ことし始めたから来年、再来年、成果が出るとか、

そんなもんではない。長い間の取り組み、努力、そういう継続性が問われることだというふうに

思っています。町長、言われた、その地域の人や関係者がやる気を出してもらうと、そのことは

もちろんなんですが、もっと行政が、私は引っ張ってほしいと、ぐいぐいと引っ張るんです、最

初は、それが必要だというふうに思っています。ここで言われる、このアンケートにある産業興

しや雇用の確保、このことについて不満だというふうに思っておられる方は、今、町長がおっし

ゃったようなことではないんではないかと、私は思っているんです。例えば、企業誘致を引っ張

ってこいとか、今あるビジネスをもっと拡大して、大阪や京都や、あるいは東京の会社と連携し

ながらビジネスを引っ張ってこいとか、そういうことを願望しておられる、願っておられるんで

はないかなというふうに思っています。 

そこはどうですか、その考え方が町長とちょっと違うようですが。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 確かに違うと思います。今、おっしゃったように、町が前へ出てぐいぐい引っ張

っていくという、そういうやり方もあるでしょうけれども、そうしてやったぐるめ、本当に、そ

こに住んでいる人たちがやろうと、自分たちで頑張っていこうという、そうしたもとがなければ、

そのときはいいかもわかりませんけれども、町が手を離した途端にということになろうかと思い

ます。そうではなしに、まずは、そこに、そういうことをやっていこうという気持ちを持った方

たちを、やっぱり時間はかかりますけれども、手を差し伸べながら後ろから追い上げる、支える、

そうしたことによって、その人たちが一つ一つの成功事例をつくっていくことによって、それが

大きな力になってくるんだというふうに思っています。 
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確かに、やり方としては時間がかかる。そして、できなかったら、ああこれは行政がやってく

れなんだということじゃなしに、自分たちが頑張ってやって、それに対して、この部分が、やは

り行政に力押し、後押しをしてほしいということについては、こういう制度があったら、もっと

我々は動けるのになというようなことをお互いにつくり上げていく、その手間が、私は大事だし、

そうしたことが継続して、持続して、この町の産業を育てていく大きなことになるのかと思いま

す。 

せんだって、町長サミットがありました。苅田町というところは非常に大きな企業がたくさん

来てて、いいように、今は不交付団体ということですけれども、そこの町長が心配しておられた

のは、今はいいけど、このうちの町だけの事情で、この財政はキープしていけないと、世界の金

利が変わる、制度が変わることによって、うちの町は、ある程度、がたがたがたっと壊滅的にな

る恐れがある。だから、そういう事態が来ても頑張っていけるように、まず、行革をやらなきゃ

ならないんだと、その行革をやるには、やはり町だけではだめなんで、そうした人を育てる、ま

た、その財政、それから、行政のスリム化を図る、そうした努力をしていく必要があるので、今、

向こうが力を入れておられるのは企業誘致かなと思ったんです。そうじゃなくて、やはり基礎の

ところの、やっぱりそういう財政、あるいは行政、そして、それを支える人をつくっていくとい

うことに力を入れるということをおっしゃってまして、ああなるほどなということで、私ども一

部学ばせてもらったんですけれども、そういう意味では派手なものはなくても、確実に、この町

で持続して住んでいただける、また、自分も、入ってくるものは少ないかもわかりませんけれど、

自分が夢を持ったり、あるいは考えを実現する場所として、この町をつくり上げていく、そうい

う人たちが必要かなというふうに思っています。 

いろんな意味で、少しずつではありますけれども、よそからも、この町に移り住んで、何かを

やろうという、そういう若い人たちもおられますので、それは時間がかかると思います、おっし

ゃるとおり、いろんなランタンの、瀬さんがおつくりになった、ああいう糸巻きのランタンで

も、ずっと今までこつこつとしてこられたことが、やはり実って官公庁のお土産グランプリナン

バーワンになるようなことがあったり、ほかの農業でも農林水産大臣賞を受けるようなお豆が育

ったり、いろんな地道な努力が、一つの、この町の大きな力になってきていると思いますから、

自分たちみずからがやっぱり汗をかいて何とかしていこうという、そういう力を集めて頑張って

いくことから、まずやることが必要じゃないかなというふうに思います。 

そら企業誘致ができる、そうしたことも一つの方法かもわかりませんけれども、それも、この

町に合った企業、この風土に合った企業を、やっぱり引っ張ってくることが必要かなと、やっぱ

り織物の町でありますから、そうした織物の、もう既に、そうした格好で、この町に来ていただ

いている企業もありますし、そうした同じ企業誘致をするんでも、ものづくりをするんでも、や

っぱり、この風土、この地域に合ったものが必要かというふうに思いますし、それらを皆さんと

一緒に探していくことから必要かなと思っております。 

議  長（赤松孝一） 田議員。 

１ ７ 番（田博文） ちょっと町長と視点が違うんかなというふうに、今、感じました。ここに京丹後

市白書というのがあるんですね、いろんな施策が載っています。こういうことをやりました、こ

ういうことをやりましたと、あるいは目標を書いています。その中で積極的な企業誘致を展開と、
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これやっておられるんですね。東京まで行って、東京国際展示場、ここに行かれて、京丹後市の

ブースをつくって、その町を売り込んでいるんですね。ここに１６０社も訪れて、その京丹後市

の状況を聞かれたと、それは何社、来られたか、どうなったか、それはわかりませんけれども、

そういうことがあります。それから、もう一つは、ビジネスマッチング事業というのがあるんで

すね。企業のビジネスパートナーとの新たな出会いをつくって、いわゆる企業を拡大しよう、雇

用を確保しようと、こういう取り組みにも積極的に参画をしておられます。こういうことを、私

は町民の皆さんは、この、いわゆるアンケートにもある雇用の確保や産業興し、こういうことを

町は、もう少し動いてくれんかなと、こういう動きがなぜできないのかなというふうな思いを持

っておられるんではないかなというふうに思うんですが、そうは思われませんか。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 京丹後市のやり方や考え方と少し違うかもわかりません。その点は一緒とは言え

ないと思いますけれども、決して、そうした大きな企業を誘致してこようとか、そういうもので

はなくて、与謝野町にある、いろんないいものを、やはりピンポイントでも、少しでも町外へ情

報発信していく、そういう努力は同じように、その民間の方たちも含めて一緒にやってきている

つもりでございます。工業団地をもって、そこに企業を引っ張ってこようと今しておられる京丹

後市あたりは、やはりそこに入っていただく企業を見つけに外へ行っておられると思いますけれ

ども、我が町は、そういうんではなしに、今ある産業を何とか活性化をしていく方法を模索して

いこうというふうな考え方ですから、そこでは少し違うかというふうに思います。 

これだけの京丹後にしても、福知山にしても、我が町からは隣の町ですから、そうした意味で

は、いろんな、その中で協力をする。あるいは勤めに出るんでも、どこへ、垣根はないわけです

から、そうした企業が、この丹後に来ていただくについては、これは大いに協力をしたり、努力

をする、我が町でもする必要があるというふうには思いますけれども、今の段階で我々ができる

ことを、できる方法でこつこつとやっていこうという今、考え方でございます。 

議  長（赤松孝一） 田議員。 

１ ７ 番（田博文） 次、いきます。庁舎問題検討委員会、報償費３７万５，０００円、これ上がって

います。平成２４年度で庁舎問題の検討委員会を立ち上げて７回ほど委員会を開かれたというふ

うに聞いています。その中で、いろんな議論をされ、最終的には当分は現状維持、将来は総合庁

舎が望ましいと、こういう見解を示されたというふうに思っています。 

今回、合併特例債を全額発行するんだと、限度額いっぱい発行するんだということを委員会で

聞きました。庁舎の改修、これは合併特例債をもって、それを原資にして庁舎の改修をして、総

合庁舎化を図ろうと、こういう構想だったわけですね。だけども、今回、限度いっぱい特例債を

使ってしまうということについて、今回、庁舎統合の旗をおろされたんですか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。総合庁舎化をしていくことの旗をおろしたわけではあり

ません。もう少し時間をかけて、この問題については議論をしていただく必要があるということ

から、一旦、時間を置いたということでございます。 

それから、特例債の関係につきましては、今、申し上げました事情から、庁舎に特例債を投入

して、総合庁舎化をしていくということについては、少なくとも今の計画の中からは外させてい
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ただきまして、別の事業に充てていくということをもって特例債を全部、使わせていただこうと、

こういう考え方で公債費抑制計画をお示しをさせていただいたということでございます。 

議  長（赤松孝一） 田議員。 

１ ７ 番（田博文） 庁舎問題については、住民懇談会で２４区を回られて、非常に、それぞれ意見を

聞かれた。切実な意見や、あるいは反対意見も多くあったというふうに思っています。しかし、

それを聞いておるだけは、なかなか解決はしないと、私は思っているんです。来年の４月、選挙

があります。絶好の機会ではないかなと、例えばですよ、総合庁舎化を目指す町長と、あるいは

私は現状でいい、あるいは岩滝に統合したいと、こういう町長が出られたら絶好の機会で、これ

は住民の判断を仰ぐべきではないかなというふうに思うんですが、そういう選挙によって、ある

意味、公約、マニフェストに掲げて庁舎問題を争うというのは、町長、どのようにお考えですか。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 田議員のお考えは、そうかもわかりませんけれども、庁舎問題というのは、館

をどこにするかということであって、そのことによって町民の皆さんの意思を一本化していくと

いうことですけれども、あそこで検討委員会をつくって出ました答えは、総合庁舎化を目指すと、

しかし、今の段階では時期尚早だということでございます。その争点として総合庁舎にするかし

ないかだけで選挙をするなんていうのは、私はちょっと考えられないです。そういうことで、し

たい方はされたらいいですけれども、やはり、この町をどういう、将来、町にしていくかという

ことの中で、その中の一つは、そら総合庁舎もあるかもわかりませんけれども、総合庁舎を一つ

にする前に、やはり組織を、町としての組織をどうしていくかということも含めて、やはり考え

る必要があるかと思いますし、その後、ここにということに落ちつけば、それでいいというふう

に思います。 

争点を、それにして戦われる方があるかもわかりませんし、だから、総合庁舎は反対というこ

とではないです。出していただいた答えに沿って、やはりやるべきだというふうには思っており

ます。 

議  長（赤松孝一） 田議員。 

１ ７ 番（田博文） 町長のおっしゃるようなことで進めれば、なかなかそういった方向にいかないん

ではないかと、私も加悦の議員ですが、必ず加悦に持ってこいとは思ってません。住民の皆さん

に聞いたって、いやいや別にええんだでと、その加悦から、例えばのうなったって、ええんだで

という方が多いです。時間ですが、終わります。 

別に庁舎のことだけを選挙に掲げるということではなしに、そのことも一つだということを申

し上げたんです。 

議  長（赤松孝一） ほかにございますか。 

９番、家城議員。 

９  番（家城 功） それでは、質問させていただきます。決算資料でいいますと１１９ページぐらい

からだと思うんですが、福祉について、これにつきましては予算の、昨年、平成２４年３月議会

ですか、予算議会におきましても、いろいろと確認をさせていただきましたので、その辺の決算

ということで、確認も含めまして、課長にお聞きしたいと思います。 

先ほどもちらっとありましたが、やすらの里も整備されまして、ますます福祉の充実が図られ、
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障害のある方、また、高齢者の方が安心して生活が送れるような努力を常にしていただいておる

というふうに考えております。そういった中で、特に自立支援においては、給付金をはじめ各種

のサービス、また、医療、就業訓練など、さまざまな施策や事業を取り組んでいただいておるわ

けですけども、予算のときにも申しましたが、自立支援については、効果があってこそ意義のあ

る分野もあるんではないかというようなお話をさせていただきました。そういった中で、現在、

パン工房、また、給食サービスだとか、また、リフレ、それから、やすらも含めて、自立を今、

目指して頑張っておられる方というのは、町内に今現在、何人ぐらいおられますでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江福祉課長。 

福祉課長（浪江昭人） お答えをいたします。現在、就労継続Ａ型、また、就労継続Ｂ型という事業所が

ございます。今、議員からご案内がありましたように、リフレ等でございますが、そこで就業訓

練等を行っておられます人数につきましては、５８名でございます。 

議  長（赤松孝一） 家城議員。 

９  番（家城 功） 大変多くの方が頑張っておられるわけですけども、その中で、平成２４年度の中

で実際に就職された方、また、自立されたというか、そういう表現がいいのかどうか、就職され

た方というのは何人ぐらいおられますでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江福祉課長。 

福祉課長（浪江昭人） お答えをいたします。平成２４年に障害者基本計画というものを町のほうで策定

をしておりまして、平成２６年度までに、いわゆる一般就労、一般の企業さんに就職をしていた

だく目標値を定めております。これは４名ということにしておりますが、平成２４年度につきま

しては、残念ながら、町が把握している範囲ではゼロでございます。 

議  長（赤松孝一） 家城議員。 

９  番（家城 功） ぜひとも目標に達成するような取り組みを進めていただきたいなと、そういった

中で、予算のときにも若干触れさせていただいんですが、例えば、パンをつくっておられるとこ

なんかで販路を、やっぱりどんどん開拓すべきではないかなと、やっぱりそういうことによって

仕事にもなれられ、一般にも普通に仕事ができるような環境にいってもらえるんではないかなと

いうふうに感じております。とにかくうちでは今、地産地消とかいう言葉が多く言われ、また、

まちグルメだとか、そういうような取り組みも進められている中で、やっぱりもっと町民の方に

でき上がった商品を使ってもらったり、食べていただいたり、飲んでいただくというようなこと

を、どんどん取り組んでいただきたいというふうに感じておるわけですけども、その中で、新た

な取り組み等が、平成２４年度の中でなされたのか、また、今後、どういった取り組みの方針が

あれば、教えていただきたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 浪江福祉課長。 

福祉課長（浪江昭人） お答えをいたします。基本的には就労継続支援事業といいますのは、障害を持っ

た方が一般の企業さんに就職できるような、就業訓練ということを基本にしておりますので、基

本でいいますと、営利を目的で事業をしておるということではございません。しかしながら、税

金を投入して、いろいろと事業を展開しておる部門でございますので、やはり収益も一定上げて

いただくことが大事だろうと、また、そこでお仕事をされております障害者の方についても、月

額の収入がふえていくことが自立につながっていくことだというふうに理解をしておりますので、
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町としましても、販売経路等の拡大については今以上に頑張っていただきたいということで、意

見も申し上げさせていただいております。 

平成２４年度の新たな取り組みということでいいますと、３月にオープンしたばかりですので、

やすらの里のワークセンター「花音」が新たに事業所として整備をされましたが、その中で作業

所のほうで、また、パン工房のほうで生産をされております商品について陳列をして販売を始め

られたということが１点ございます。 

それから、もう一つは、これはまだ、実際には、まだ、動いていないようですが、パンを販売

するための訪問販売車みたいなものを購入をされまして、各地域を回るというようなことも計画

をされておるというふうに聞いておりますので、そういった形で地域に入っていくことで、そう

いった商品があるということを知っていただくということができるんではないかというふうに期

待をしております。 

議  長（赤松孝一） 家城議員。 

９  番（家城 功） ぜひとも、リフレが今の営業形態に変わったときに、オープニングのときに、そ

こで働かれておる方が、自分が働いた、その結果にお金がもらえた喜びが忘れられないんだとい

うようなお話をされておった従業員の方がおられます。やはり就業につながるというのは、それ

こそ本人さんの努力だけでは、もちろん幾ら頑張っても受け入れる側の、やっぱり理解も必要で

しょうし、なかなか難しいとは思いますけども、やっぱり販路を広げていただく中で、少しでも

障害を持った方、また、高齢者の方が一生懸命、ものをつくられた、その結果が、やっぱり喜ん

でもらえる、夢が持てるような取り組みを、ぜひ進めていただきたいなというふうに感じており

ます。 

福祉のほうで最後になりますけども、そういった障害を持たれた方は、先ほども言いましたが、

受け入れる側の、やっぱり理解も当然必要になってきます。そういった中で、自立支援、特に就

業支援については、成果があってこそという部分もあると、私は思っております。そういった中

で福祉課だけでなく、商工観光、農林などの連携を図ることによって、さらに枠が広がっていく

のではないかなと、常にいろんな質問の中で各課の連携をというお願いはしておるわけですが、

最後に町長、その辺の、やっぱり連携も深めていくべきではないかと思いますが、いかがでしょ

うか。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 連携を深めていくべきだというふうに思っておりますし、もう既に、そうした形

での連携をとりながらやっております。まさしくリフレもそうだと思います。あれは農林の関係

の施設でございますので、そこを福祉的な使い方を、福祉的なというより、障害のある方たちも

働く場所として、そこを選んでおられる。また、近隣の農家の方たちも、そこへ食材をおさめる。

福祉と農林とが、まさしく合体していると、協力をしていると、それだけではなしに、あそこで

今回は、ひまわりをやりましたので、商工観光課も、そこに入り、また、そのひまわりで、また、

新たな事業を興していこうとする。そうした人も出てきておりますし、また、それを農業に返し

ていくというような、あそこの地域で、そうした一体的な中で当然、連携が始まっておりますし、

それらが全町的に広がれば非常に大きな力になるなと思っています。 

それのもとは、やはり、あの産業振興会議のようなところでの、いろんな方の意見が生まれて
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きているというふうに思っております。当然、そうした形での一歩一歩の力をためて全体で広げ

ていくということが大事だというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 家城議員。 

９  番（家城 功） ぜひとも、そういった方たちが夢と希望が持てる取り組みを、就業支援ですよね、

だから、そういった関連の事業とかの取り組みをしていただいておる、そういった連携の中でい

ろんな対策をとっていただいておるということは重々理解しておるわけですが、例えば、商工観

光の分野で地元の事業主さんと、もっと、そういった雇用をふやしてほしいとか、例えば、農業

関係の方に、そういった雇用をふやしてほしいとか、そういった連携も、できたらふやしていた

だけるようなお願いがしておきたいなと思っております。 

それでは、次に資料で１０１ページぐらいからになると思うんですが、これは防災について所

管の常任委員会でもありますし、一般質問でも取り上げさせていただいたので、どうかなと思っ

たんですけど、予算の時点で何点かお聞きいたしておりますので、再確認という意味で課長のほ

うに質問を２点ほどさせていただきます。 

それこそ１８号台風では隣の福知山をはじめ各地区で被害があり、皆さんにはお見舞いを申し

上げる次第ではあるんですけども、違いますか。防災になりますけど、総務費ではだめですか。 

議  長（赤松孝一） 消防費のほうに。 

９  番（家城 功） 終わります。 

議  長（赤松孝一） １２番、多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） それでは、平成２４年度の決算について、質問をさせていただきます。 

まず、平成２４年度の一般会計につきましては、私なりに分析させてもらうと、大過なく順調

に推移されておるなという感じがいたしておりますので、あえて質問するところはないんですが、

若干繰出金が多いなというふうに思いまして、そこだけは水道の統合だとか、下水だとか、大き

な事業をしてきているので、これは仕方がないかなというふうに思ってまして、全体像としては

順調に推移しております。そのことを申し上げておきます。 

それから、有線テレビ運営事業について、ちょっとお伺いしたいんですが、参考資料の

１０３ページに、先ほど野村議員のほうからも質問されておりましたけれども、順調に有線テレ

ビにしても、それから、インターネットにしても、告知放送にしても、伸びているようでありま

して、ＦＭ告知放送は８５．６％と、また、９０件ほどふえたということなんですが、ここでち

ょっとお伺いするのですが、最終処分場にですね、告知放送が加悦も野田川も岩滝も入ってない

ようなんですが、それは何か理由があって入ってないんでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 森岡加悦地域振興課長。 

加悦地域振興課長（森岡克成） 事業設置が平成２２年度でございました。その当時の事業計画の結果と

いうことになるんですけども、ただいま議員おっしゃいましたが、加悦の最終処分場については、

従来、加悦地域で行っていた有線テレビのときの加入がありましたので、加悦の最終処分場につ

いては、現在、加入というか、ラインが通っておりまして、利用をしていただいております。野

田川と岩滝の最終処分場については、線が届いていないということでございます。あくまで推測

ですけども、最終処分場までの距離、特に岩滝地域につきましては、山道といいますか、峠の道

が１キロ以上、かなり離れたところに１軒だけあるというふうなことがございまして、それの施
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工費につきましては、非常に高額になるというふうなこともあったんではないかというふうに考

えております。 

議  長（赤松孝一） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） 今、お聞きしますと、遠距離に、そこだけにということで電柱から全ての経費が

かかって、大変多額な金額になりますし、費用対効果ということもあったりして、ついてないん

だろうなというふうに思っておりますけれども、先日、ちょっと滝の処分場の問題がありまして、

ちょっと私は見させてもらいに行ったんですが、確かに今、課長がおっしゃるように入り口まで

ケーブルが行っているような感じですけれども、施設には入ってないんですね。それで、私はこ

れは、やっぱり職員さんが一人、二人で交代で留守番しておられるんでしょうけれども、私が見

せていただいておるときにも一般の方がごみをほかしに来られたりして、どんな緊急時があるか

わかりませんし、職員さんも、その情報を知って、直ちに一般客の人にもですね、ごみをほかし

に来とんなる人にでも知らせんなん場合もあるでしょうし、緊急時にですね、せめて告知放送だ

けでもつかんかなという気がするんですが、その辺は課長、どうでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 答弁を求めます。 

奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） 今、音声告知のご質問でございます。私も、その最終処理場に、どのような実態

になっているかということは、ちょっと承知しておらなかったわけですけども、今、緊急時、こ

れは緊急時というのは、いろいろ災害にかかわらず、いろんなことがあるかと思います。そうい

った場合に、その対応といったことで、必要ではないかというご質問でございます。必要性はあ

るかというふうに思っております。ただ、私もわかりませんですけども、その議員さん、言われ

ましたように、費用対効果といった件で、かなり線を引っ張っていってお金が要るといったこと

がございます。 

それから、もう１個はほかの手段がないかということでございます。そういった特定の費用が

かかるところにおきましては、ほかの手段で何とかならんか、いわゆる今ごろは携帯電話もござ

います。そういったことも含めてもことだと思いますので、やはり費用対効果というのは、ちょ

っと重視しなければいけないということもございますので、ご理解いただきたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） 確かに費用対効果ありますし、大変高額な金がかかりますので、大変だろうなと

思うし、予算も大変ですので、余りご無理は申し上げれないんですが、やはり、それでも、この

ことは必要ではないかなと、そうする、野田川の場合はですね、若干外のあれ、拡声機というん

ですか、あれで若干聞こえるらしいんですが、加悦の場合は携帯電話も入りませんし、その拡声

機でも声が聞こえません。全く音信不通みたいな状態で、電話はあるわけですけど、そういった

ことにですね、職員さんだけなら公的な機関ですから、後回しということになるかもわかりませ

んけれども、やっぱり一般の方も絶えずごみをほかしに来られまして、その職員さんが、その情

報を知っておることによって、早くその人に伝えてあげるということが必要かなというふうに思

いますので、ぜひとも考えていただきたいなというふうに思います。 

確かに岩滝を想像しますと大変奧にありますので、その辺は大変かなと思いますけれども、

１カ所して、ほかのところはほっておくというわけにもいきませんし、徐々に、その方向性に進
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んでいただけたらと思いますので、お願いをしておきます。 

それから、ちょっと指定管理でですね、福祉課に所管することなんですが、この１ブロックで

す、質問させてもらってよろしいでしょうかね。 

参考資料の７５ページ、７５ページではなしにですね、福祉課につきましては７５ページ、そ

れから、８３ページ、８４ページと、指定管理がなされておりまして、これは指定管理料が払わ

れておりませんので、あえてここで、どうのこうのという問題ではないんですが、まず、７５ペ

ージの介護保険収入の介護報酬は、これは個人負担なのでしょうか、これは町から出とるんでし

ょうか。これは個人から徴収された金額が、ここに入っておるんでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江福祉課長。 

福祉課長（浪江昭人） お答えをいたします。この与謝野町ホームヘルパーステーションと申しますのは、

与謝の園の中に設置をされておりますヘルパーステーションでございます。そこでホームヘルパ

ーが活動しております介護報酬でございますので、これが介護保険制度の中でみられている報酬

でございます。介護保険のほうで負担をしているものです。 

１ ２ 番（多田正成） 個人が払っているわけではない。 

福祉課長（浪江昭人） その個人の負担金については、この中には入っておらんと思います。 

議  長（赤松孝一） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） それと、こういったホームヘルパーなんかの方が大変ご苦労になってお世話をし

ていただいておるように思うんですが、この同じ福祉に携わり、同じ北星会でも、人件費を見ま

すと余りにも一人平均のばらつきがあるんですが、これはどういうふうに理解をさせてもらった

らいいんでしょう。あるいは、例えば８４ページの在宅介護支援センターが、この従事者の数字

を見てみますと、計３人ということで人件費が払われております。それを平均してみますと、こ

この今言う７５ページ、８３ページ、８４ページの、この従事者の人数で割りますと、余りにも

１人当たりの金額が違うんですが、やっぱりそれは資格があったり何かして、これだけ違うとい

うことなんでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江福祉課長。 

福祉課長（浪江昭人） お答えをいたします。人件費につきましては、法人で、それぞれ設定をされてお

りますので、この事業所ごとに、どういった違いがあるかにつきましては、ちょっと町のほうで

は把握ができておりませんので、ご勘弁いただきたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） 私は、先ほど言いましたのは、指定管理費が出ておるわけではないので、そこま

で深く立ち入ることはできんのですが、ヘルパーの仕事をされて、同じように従事されている中

で大変給料が、えらいのに給料が安いというような声を聞いて、そういった声がいたしますので、

そういった指導も福祉課長のほうから、若干その辺の町としての考え方というものを、金額につ

いて、どうのこうのではなしに、考え方としてお話は、経営者としておられるのでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江福祉課長。 

福祉課長（浪江昭人） お答えをいたします。先ほども申し上げましたように、各法人の人件費について

は、法人ごとに、それぞれの考えをお持ちの中で設定をされておりますので、その額が高い安い

については、私のほうがコメントするべきではないというふうに思います。 
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ただ、全般的に社会福祉従事者については、給料が安いというようなことは一般的に言われて

おりますので、各法人とも非常に苦労をされながら人の確保も当たっていただいておるというふ

うに思います。町といたしましては、特別に人件費を補助するというようなことはできませんの

で、ご努力をいただくということしかお願いができませんので、そういったことでご勘弁いただ

きたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） 同じ町で同じ福祉に携わる職員さんとして、やはり同じような待遇になるように

改善していただけたらなというふうに思いまして、利益も、ここで見させてもらいますと、そこ

そこ出ているようですし、やっぱりその辺のバランスが町として必要ではないかなと、経営者の

ところをどうのこうのという意味ではないですけれども、町としては、そういうことが必要では

ないかなというふうに思いますので、今後の課題にしていただきたいと思います。時間が１分し

かないので終わります。すみません。 

議  長（赤松孝一） ほかに質疑はございますか。 

１５番、簱議員。 

皆さんに確認しておきますけど、このあくまでもブロックはページで書いてありますのを言っ

てますので、お間違いのないようにお願いいたします。 

１ ５ 番（簱 毅） それでは、平成２４年度の一般会計の決算につきまして、何点か質問をさせてい

ただきます。 

まず、税務課長にお尋ねをいたします。１４ページに歳入で税の内訳が載っておりますが、私

は去年の当初予算のときに、約４，０００万円ほど落ち込まれているなという気がしておったん

で、かなりの補正がされているんですけれどもね、この担当課の資料を見てみますと、給与所得

の伸びがですね、意外に伸びておるということと、農業所得もですね、かなり伸びているんです

が、その辺は課長、どういうふうに認識されていますか。 

議  長（赤松孝一） 植田税務課長。 

税務課長（植田弘志） 町税の伸びのご質問でございます。今回、町税が伸びておりますのは、町民税の

所得割のところが伸びておりまして、約４，９００万円ぐらい伸びております。これにつきまし

ては平成２４年度の、この決算ですけれども、ここで年少扶養控除というのが廃止されておりま

す。どういうものかといいますと、１６歳未満の扶養控除が、この年に廃止されておりまして、

通常でしたら所得から控除できておったというものがなくなりました。これの影響が、大体

４，８００万円ぐらいあったんではなかろうかというふうに分析しておりますので、ほぼ伸びに

つきましては、この分が影響しておるというふうに分析しております。 

議  長（赤松孝一） 簱議員。 

１ ５ 番（簱 毅） そうしますと課長、その所得区分で見て、特に、その辺に大きな変化があったと、

こういうことでございますでしょうか。資料では若干変化があっておるように読めるんですが、

例えば給与、農業。 

議  長（赤松孝一） 植田税務課長。 

税務課長（植田弘志） 所得区分の関係の伸びのご質問でございますけれども、平成２４年度の当初で賦

課しております課税状況という資料がございます。それでいきますと農業についても全体でいき
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ますと１，７００万円ぐらい、課税標準ですけれども、ふえておりますし、給与のほうもふえて

おります。若干、先ほど言いました控除で４，８００万円ぐらいあるんですけれども、それ以外

でも所得としては少しふえた部分がございます。当初賦課の、先ほどのでいきますと税額で

１，０００万円弱ぐらいは所得がふえた分でふえたんじゃないかなというふうな感じで分析して

おります。 

議  長（赤松孝一） 簱議員。 

１ ５ 番（簱 毅） 課長、固定資産につきましては、平成２３年度よりかなり減っているわけですが、

これは評価がえがあったということで受けとめることが正しいのかなと思っておるんですが、そ

こはどうでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 植田税務課長。 

税務課長（植田弘志） はい、固定資産の減額につきましてでございます。議員がおっしゃいますように

平成２４年度に３年ごとの評価がえが実施されております。これによりまして、家屋のほうの評

価がえで大体３，５００万円ぐらい減収となっております。これは在来分の家屋の比率が、木造

のほうが０．９９％ですか、費目のほうが０．９６％かかっておりますので、それらが影響しま

して、今申しました金額が固定資産の家屋のほうで減少しておるというものでございます。 

議  長（赤松孝一） 簱議員。 

１ ５ 番（簱 毅） それでは課長、もう１点だけ質問します。せんだっての、私、一般質問の中で、

いわゆる鉱泉地について質問をいたしました、鉱泉地について。温泉の鉱泉地について質問をい

たしました。その中で、答弁では鉱泉地という不動産登記はないんでという、こういうお話でご

ざいました。しかし、評価はですね、現在の評価方法は、私は現況評価だと、こういうふうに思

っておりまして、この現在の、この地目の認定の基準についてはですね、どういうふうになって

いるか、そこのところをお願いできますか。 

議  長（赤松孝一） 植田税務課長。 

税務課長（植田弘志） 固定資産の土地の地目認定のご質問でございます。議員がおっしゃいますように、

固定資産のほうは登記地目じゃなくて、現況地目で評価するというふうになっております。ただ、

鉱泉地の件につきましては、全体を見させてもらいまして、といいますのが、鉱泉地、通常でし

たら泉源が出ておるところでございますと、一坪とか二坪とかいうぐらいになるかと思います。

それを全体の宅地の中で、そういうふうな分筆もされておりませんので、現状としては、その全

体が宅地というふうな評価をしておりますので、現況を評価しておるんですけれども、広いほう

の現況をとらせていただいておるというのが現状でございます。 

議  長（赤松孝一） 簱議員。 

１ ５ 番（簱 毅） それでは、歳入で５５ページですね、地域総合整備資金の貸し付けについて、お

尋ねをしたい。１億５，９００万円ですね、今回の、この融資対象事業の説明を受けております

けども、再度、概要につきまして、お願いできますでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） 決算書の５５ページの一番下でございます。地域総合整備資金１億

５，９００万円を計上させていただいております。これにつきましては、いわゆるふるさと融資

にかかる分を計上させていただいているということでございます。これにつきましては、与謝郡
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福祉会さんに１億円、及び丹後福祉応援団さんに５，９００万円の内訳で、地域振興に資する民

間投資を支援するという制度、ふるさと融資の事業を活用いたしまして、やすらの里整備事業に

参画される、今の２法人に対して、その施設整備事業に対する資金貸付を、このふるさと融資を

活用して、させていただいたということでございます。 

議  長（赤松孝一） 簱議員。 

１ ５ 番（簱 毅） このふるさと融資を受ける一つの条件としては、私は雇用の拡大があるというふ

うに思っておりまして、今回の場合の、この二つのところの計画では、大体、何名雇用をですね、

これによってするということになっておりますか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） ふるさと融資の制度上の問題と、それから、現実のやすらの里の計画と、ど

ちらもということだろうと思います。ちょっと今、資料を持ち合わせておりませんので、また、

後ほど調べまして、ご答弁させていただきます。 

議  長（赤松孝一） 簱議員。 

１ ５ 番（簱 毅） それでは、この関係でもう１点だけですね、この融資の期間というのは、５年か

ら１５年ということだと、私、認識しておりますが、今回の場合はですね、何年ということにな

っておりますか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。丹後福祉応援団さんに借り入れを起こされている分につ

きましては１５年、それから、与謝郡福祉会さんの貸し付けの分につきましては、これも１５年

という償還計画になってございます。 

議  長（赤松孝一） 簱議員。 

１ ５ 番（簱 毅） このふるさと融資につきましては、そこで、この資金を使って事業展開をされて

優秀なところは毎年、総務大臣賞を受けるということになっておりますので、ぜひ、町も指導を

きちっとしていただいて、そうした団体に入ってほしいなと、このようにお願いをしておきたい

と思っております。 

それでは、企画財政課長にお伺いをします。８７ページでございます。いわゆる地域イントラ

ネットにつきましてですね、今年度は少ないんですけれども、平成２４年度では、どういうこと

になっておりましたか、ここをお願いします。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。地域イントラネットの取り組みにつきましては、いわゆ

る与謝野町内の、いろんな施設を専用のイントラ線で結んで、情報の共有なり発信、これらをや

っていこうということで、やっているものでございます。 

このイントラネットの取り組みにつきましては、合併前の旧岩滝町での取り組みが、まずござ

いまして、これが平成１４年前後でございますが、そこで岩滝地域内は一定、各施設のイントラ

ネット網ができ、合併後に平成２２年、平成２３年、そして、平成２４年というような形で３年

計画で町内の小学校、保育所、幼稚園、それから、指定管理施設、それから、町内の、いろんな

公共的な施設、これらを結んでいくということで、平成２４年度は後野公民館の改築がございま

したので、その改築を待って平成２４年度は、その１カ所だけ後野公民館に引き込みをさせてい
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ただいたということで、平成２４年度は少額になってございますが、平成２２年、平成２３年、

平成２４年と取り組んできておりまして、今では町内の７５の施設にイントラネットの引き込み

ができております。ただ、そこまで、施設まで引き込みが完了しておりますけれども、施設内の

配線並びに端末のパソコン、並びに専用のＩＰ電話は、まだ、未整備でございますので、まだ、

全部、事業が終わった状況にあるかといえば、そうではないということでございます。 

議  長（赤松孝一） 簱議員。 

１ ５ 番（簱 毅） 私は、課長、お尋ねしたかったは、今、課長から説明があったとこなんですね。

公民館にも、それぞれボックスは取りつけていただいたんですが、それが平成２３年度で、これ

２，２９８万円支出されておりまして、そこから全く進んでいないということになっておりまし

て、平成２４年度は金額が少ないんですけれども、いろんな補助事業との関係もあるんだろうと

思うんですけれどね、果たしていかがものなのかなと、いわゆる課長のほうで計画をしていただ

いたような効果が実際に期待できるのかどうか、今、非常に通信手段が進んでまいりまして、ど

うなのかなと思っておるんですが、今、公民館が全町的に網羅されるというのは、大体、課長、

何年ごろの予定を考えていらっしゃいますか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。今、申し上げましたように平成２２年から３年計画で引

き込みまでを完了をしておりますが、平成２４年度に、その端末の整備もということも当初、考

えておりましたが、全体の財政的なこともございまして、少し足踏みをさせてもらっているとい

うことでございます。平成２４年度は、そういった事情と、それからモデル的に区長会でもご紹

介をさせていただいて、四辻公民館と下山田公民館の２カ所にモデルになっていただきまして、

情報の発信、あるいは電話のご利用が、どの程度の頻度で、どういったところに活用されるかと

いうところを一度、実証してみようということで、この取り組みをさせていただいたということ

でございます。 

今後、もう施設までの引き込みができておりますので、できれば学校等は、もう既に端末まで

入っておりますので、次は公民館ということになると思いますけれども、それもたくさんありま

すので、順次にということになろうかと思いますけれども、今のところは、いつまでにというと

ころが財政的な思いもございまして、申し上げることができませんけれども、ご理解がいただき

たいと思います。 

議  長（赤松孝一） 簱議員。 

１ ５ 番（簱 毅） それでは、総務課長さんにお尋ねをするのが正しいのではないかと思ったので、

何点かお尋ねしたいんですが、まず、６９ページの町の花・木普及事業ですね。１３万

６，５００円、当初予算のときには椿サミットが平成２８年の予定ということで、３０万円の予

算づけで課長さんの意気込みを聞かせていただいたんでございますが、これが２分の１にとどま

ったという、ここのところを課長、お願いできませんか。 

議  長（赤松孝一） 奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） 簱議員のご質問にお答えをいたします。今、意気込み３０万円が半額になった

というご質問でございます。国道のツバキの環境保全につきまして、これは執行させていただき

ました。そういったことで、今後、椿サミット等々、誘致ということもございます。この範囲で



－353－ 

整備をさせていただいたということでございますけれども、当初、私が思ってましたのは、総務

費で１３万円と、この実績が残っておるわけですけども、商工費でも思っておりましたんですけ

れども、大変申しわけございませんけども１３万６，５００円の整備ということでお答えをさせ

ていただきます。 

議  長（赤松孝一） 簱議員。 

１ ５ 番（簱 毅） 私はね、お尋ねをしたかったのは、どうも課長は現地を見ていらっしゃらないん

ではないかなと思っておりましてね、ことしの夏にですね、この与謝から滝に来る国道沿いにあ

りますのが１０本ほど枯れているんですよ、なぜ枯れたかといいますとね、虫なんですね。新た

に課長が何本か植えてもらったと思うんですが、また、１０本枯れておると、こういうことなん

でね、やっぱり現地へ、どなたでも見ていただいて、そして、その都度、やっぱり適切な手を打

っていただかんと、もう椿サミットまで時間がありませんし、どうかなと、こういうように思っ

ておるんですが、実際には課長、見ていただいてお世話になっておるという認識でよろしいんで

すかな。 

議  長（赤松孝一） 奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） お叱りを受けておりますけども、見てはおります。これは見ております。刈る時

期も２回せんでもええということで、ちょっとむさくるしいときがあるかと思いますけど、時期

も考えております。ただ、それが本当に枯れているかどうかというところまでは確認しませんで、

弱っているなというところまでは確認をいたしております。 

議  長（赤松孝一） 簱議員。 

１ ５ 番（簱 毅） それでは、選挙管理委員会は課長の所管でございますかな、これ１点お願いしま

す。実はですね、これが平成２４年のことなのか、平成２５年のことなのか、私ちょっとはっき

りしないんですけれども、実は今、この町でも山づくりということ、森づくり、山づくりを農林

課は一生懸命やっておるわけですね。ところが、この選挙のですね、いわゆる選挙ポスターの掲

示板に京都府内産の合板を使うということでＰＲがされました。そういった方のお話を聞きます

とですね、与謝野町は冷たいですなと、こういうお話でした。 

私はね、やっぱり農林課は一生懸命、山づくりをやっておる。しかし、その使うほうも、川下

の部分も、やっぱりそれを受けて、私はそれに応援をし応える必要があると思っているんですけ

どね。伊根町さんは、そういうことでやられておりますし、舞鶴もやられておると、それは課長、

どうでしたか。 

議  長（赤松孝一） 奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） まず、１点、決算で申し上げましたら、１２月の衆議院選挙はいきなりだという

ことで、取り組みはできませんでした。また、その後、参議院選挙があったんではないかという

ことでございますけれども、今、簱議員のお言葉をお聞きしまして努めてまいりたいというふ

うに思っております。 

議  長（赤松孝一） 簱議員。 

１ ５ 番（簱 毅） 一つ、ツバキも含めてですね、よろしくお願いをしたいと思っております。それ

から、もう時間が、昼になりましたんですが、もう１点ですね、行政財産のことは総務課長さん

にお尋ねしたらよろしいですか。 
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それでは、もうこれだけをして昼に、お世話になったらいいと思うんですが、一つ、私、過日

の一般質問で温泉権のことについてもお伺いをしました。町の財産として、私はきちんと財産目

録にですね、載せておく必要があるんではないかと、私は幾つかのところをですね、見てみまし

たが、やはり物件としてですね、温泉権は書いていらっしゃるところが多いと、こういうふうに

思っておりまして、ぜひ、そういった、これだけ岩滝町さん頑張ってやってこられたものが、町

の財産としてですね、私は認識をしていただくことが必要ではないかと思っておりますが、どな

たでもよろしいから、お願いします。 

議  長（赤松孝一） 奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） 温泉権につきましては、課税、いろいろと答弁を、こちらが申し上げておりまし

た。今の質問は財産としてのということでございますので、これはまた、勉強、調査、検討させ

ていただきまして、また、答えを見出していきたいと思っております。 

１ ５ 番（簱 毅） それでは終わります。 

議  長（赤松孝一） 簱議員の質疑を終わります。 

それでは、ここで１３時３０分まで休憩をいたします。 

（休憩 午後 ０時０６分） 

（再開 午後 １時３０分） 

議  長（赤松孝一） 休憩を閉じまして、会議を再開いたします。 

まず、最初に浪江企画財政課長より簱議員に対する答弁がありますので、お受けします。 

浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） 午前中の簱議員のご質問でふるさと融資にかかります新規雇用の人数の件

をご答弁させていただきます。ふるさと融資をご利用いただく場合に市町村から貸し付けを行う

場合の新規雇用の要件は５名以上ということでございます。両法人から新規雇用者の人数の報告

を受けておりまして、与謝郡福祉会は４５名、丹後福祉応援団は１２名というふうにお聞きをい

たしております。 

議  長（赤松孝一） それでは、質疑を続行いたします。 

質疑はありませんか。 

１０番、山添議員。 

１ ０ 番（山添藤真） それでは、午前中に引き続きまして、平成２４年度の決算について、質疑を行い

たいと思います。 

平成２３年１１月１日の平成２４年度予算編成に係る町長の方針を振り返ってみますと、その

内容のポイントは大きく三つだったろうというふうに思っています。まず、第一に第１次の行政

改革が行政改革大綱の終了年度であることから、歳出の分野においてはしっかりと計画的に、あ

るいは取捨選択を行う中で行っていただきたいということが、まず、第１点だったと思います。

そして、第２点目に、これまた、総合計画の前期の基本計画の最終年度となることから、その計

画の実現に向けて頑張っていただきたいということが２点目。そして、３点目に、防災対策関連

の計画に関しては集中的、かつ計画的な予算の配分を行っていただきたいというような町長の方

針があったかというふうに思います。 

この三つの方針については、私は非常に大切であり、この方針に基づいて平成２４年度の予算
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編成、あるいは予算の執行というのは、されるべきだというふうに思っております。そうした中

で、午前中、田議員のほうから総合計画の前期基本計画について質疑がありました。若干重な

る部分があるかというふうに思いますけれども、私も平成２４年度の総合計画、前期基本計画の

進捗状況、あるいは前期の総合計画の進捗状況、あるいは達成の度合い、そういったものについ

て、若干質疑を行いたいというふうに思います。 

９月の前半でしたか、総合計画の審議会が開かれて、平成２４年度の総合計画にかかるベンチ

マークの評価の審議がありました。その審議の内容によりますと６章に分かれた総合計画の評価

というものが６３の指標によってまとめられてあります。この６３の指標の中で、９０％以上の

達成率、あるいは５０％から８９％の達成率の指標というものが３８個ありました。そして、

１１％から４９％、そして、１０％以下の達成率の指標というものが２５個あったというふうに

思います。この評価について、町長のほうはどのようなご見解を持っておられるのか、その点を

まず、お聞きしたいというふうに思います。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 行革大綱に基づく行革の中身、計画、それから、総合計画につきましても、これ

は両輪のものでございまして、それらをどこまで達成したか、どこが足らないのか、新しい総合

計画の後期総合計画を立てるための一つの区切りとして、そこで毎年、行ってますチェック、そ

れを全体的な評価の中で総合計画審議会の中でもご検討いただいたというふうに理解をしており

ます。 

ですから、そこへ出てきております評価については、まさしく達成されているか、しないか、

多くの方のチェックの中で、そのとおりだというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 山添議員。 

１ ０ 番（山添藤真） 先ほど申し上げましたように、約３８個の指標については、おおむね達成をして

いると、一方で２５個の指標については、達成までほど遠い、あるいは、もう少しの頑張りが必

要だというような評価だというふうに思います。私は、目標を掲げることができた。そして、そ

の目標に向かって創意工夫を常に行っていくというものは非常に大切なんだろうというふうに思

っておりまして、今回の前期の基本計画のある意味、総合的な評価が、この進捗状況にあらわれ

ているというふうに思うんですけれども、この評価について、町長は、そのとおりだというふう

におっしゃいましたけれども、もう少し、どういった分野が今後、努力が必要なのか、あるいは、

どういったことに力を注ぐべきか、そういった中で総合計画の進捗を進めていくことができるの

かというような観点から、もう少し詳細なる見解をお伺いしたいというふうに思います。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 一口で言うのは非常に難しいことだろうというふうに思いますし、その評価につ

いて、今は今年度の、そうした中で進めてきて、平成２４年度の当初予算に上げましたことを一

定の決算としてご報告をさせていただいております。その３０何項目ある中でも、まだ、今後も

引き続き、ずっとやっていかなければならない長期的なものもありましょうし、単年度といいま

すか、３年ごとのローリングの中でおさまるものもあるでしょうし、今、直接、そうしたものは

持っておりませんので、具体的に申し上げることはできないというふうに思いますけれども、端

的にいえば、例えば産業振興といった場合、これはもうある意味、永遠のテーマであるでしょう
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し、その年度、年度で町として具体的に取り組むものを予算に反映するように上げておりまして、

それが、どこまでできたかというチェックと、全体的なチェックと同じ見方でも、二通りあると

いうふうに思います。今、ご審議いただいているのは、ことしの、そうした総合計画の中で、特

に平成２４年度に、そうした目標を掲げて取り組んだ中の具体的な事業、また、それに伴う出入

り等の報告を今させていただいておりますので、基本的な考え方は総合計画審議会でご審議いた

だいたことが、そのとおりだというふうに思いますし、それに従って、今後も計画を新しく、後

期の計画ができましたので、今後は、やはり今までのできなかった部分と、新しく、それを精査

した中で立てられた計画を平成２５年度においては、それをもとに今年度の予算組をしておりま

すので、これはもうある程度、継続した中ですので、その年度、年度である程度、どこまで到達

しているかというチェックをかけていただいているというふうに思いますので、一つ一つ具体的

ということになりますと、やはり決算の中で出てきている、この部分はどうですかという具体的

な問いかけをしていただければありがたいなと思います。 

議  長（赤松孝一） 山添議員。 

１ ０ 番（山添藤真） この総合計画のベンチマークについては、非常に重要だろうというふうに思って

おります。といいますのも、町長は一般質問の場、あるいは質疑の場において非常に総合計画の

重さみたいなものをおっしゃっておられるからです。その総合計画がどのような状況であるのか、

どの程度、達成したか、あるいは、そこから学び取るものは何なのか、こういったことについて

は、常に意識しておく必要があろうかと思います。 

先ほど、町長のほうからもありましたように、この評価の中では、やはり第２章の伝統を生か

し、未来にチャレンジする産業づくりについて非常に低評価といいますか、努力が必要だろうと

いうふうに記述がございます。この点については、今後の総合計画の履行に、参考にしていただ

きながら不断の努力をしていただきたいというふうに思っております。 

次に、予算書の１０７ページ、統計調査費なんですけれども、約１７７万円の決算が計上され

てあります。私、この統計調査というのは、非常に大切な事業だというふうに思っております。

先ほど、ご紹介しましたように総合計画の、例えば達成目標を掲げるに当たっても、ある意味、

こうした統計をもとに、その目標値が設定される場合もあると、そのように思っているからです。

こうした中で、平成２４年度におきましては、さまざまな統計調査の事業が行われておりますけ

れども、工業統計調査事業について、もう少し詳しく、その概要、あるいは、その結果などにつ

いてご報告いただきたいというふうに思います。 

議  長（赤松孝一） 奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） この工業統計でございます。これは毎年、調査日、平成２４年１２月３１日を基

本にしている。これは国の調査でございます。もうご承知だと思います。今回は全数調査という

ことではなしに、従業員が４人以上の調査件数が８８件といったことになるわけですけども、こ

れの工業統計調査をしました。それを執行額を上げております。当然これは国の事業ですので、

委託金という形で国からもらっております。 

こうした中で、それらは国の統計調査の結果につきましては、速報を確報ということで、なか

なか調査結果の確報が出るまでは時間を要しますけれども、そういったことで全て国のほうから

公表されるということになっております。 
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議  長（赤松孝一） 山添議員。 

１ ０ 番（山添藤真） この先ほど奥野課長がおっしゃられたように、工業統計調査については国の事業

と、そして４名以上の従業員がいる会社についてのアンケート調査というようなことだというふ

うに思います。先ほど８８の該当の会社が与謝野町にはあるというようなご答弁だったんですけ

れども、前年比と比較いたしまして、どういうような推移になっていますでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） 工業統計につきましては全数の調査と、それから、こういった件数、４人以上と

いうことになっております。ちょっと私のほうで前回のときの件数を、ちょっと把握いたしてお

りませんので、申しわけないですけど、よろしくお願いいたします。 

議  長（赤松孝一） 山添議員。 

１ ０ 番（山添藤真） この前年比と比較したときに、この工業統計調査の対象となる事業所が、どのよ

うに変化をしているのかという部分を見るには、非常に当町の産業の状況を分析するときに必要

な数値なかのなというふうに思っております。この国の事業である一方で、どういった形で与謝

野町に利用が可能なのか、あるいは、そういったデータをもとに、どういうような取り組みがな

されているのか、そうしたデータの使い方、使途の方法について、お伺いできればというふうに

思います。 

議  長（赤松孝一） 奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） ご質問にお答えしたいと思います。統計につきましては、当然、ここに上がって

いる以外の統計調査もございます。年度、年度、与謝野町の統計といったことで、それぞれ各課

まとめております。これはいろんな分野におきまして、今、議員がおっしゃるとおり、これは目

標政策、目標を立てるに当たりましての、一つの大切な基礎数値ということになってまいります。

そういったことで政策や、そういったものを立てていくには、やはり一定、やはりこの統計の調

査結果といったものを、これは国であろうと府であろうと市町村であろうと、これは、一般の民

間の企業であろうと、そういったものの統計の重要さは、そういった面で、大変重要なものであ

るというふうに考えております。 

議  長（赤松孝一） 山添議員。 

１ ０ 番（山添藤真） この工業統計調査については、国の機関の統計の一つである。あるいは地方交付

税の参入の基礎調査となるといったような、非常に大切な役割を担っている調査であります。こ

の調査を行っていくには、町内の企業、対象となる企業の方々の真摯な協力がないと精緻な、あ

るいは正確な数字が出てこないというふうに思っております。こういった協力を得るための努力

というものは、町独自でされていらっしゃるんでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） これの法定調査でございます。今のところ、その調査に拒否するとか、そういっ

た大きなことは出ておりません。むしろ問題になっておりますのは統計調査をするに当たって、

調査員の確保をということでございます。 

議  長（赤松孝一） 山添議員。 

１ ０ 番（山添藤真） ただいま調査員の確保が問題であるというふうにおっしゃいましたけれども、具

体的に、どういうような問題なんでしょうか。 
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議  長（赤松孝一） 奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） いわゆる統計調査員にお願いしても、なかなか嫌だと言われる方が全国的にふえ

ているということでございます。これにつきましては、今ごろ、特にアパートや、そういったマ

ンションだとか、そういった居住者がふえてまいりました。なかなか調査をしようにも、その調

査対象者となかなかお会いできんといったことも大きな原因になっております。 

議  長（赤松孝一） 山添議員。 

１ ０ 番（山添藤真） 先ほど申し上げましたように、正確な数値をやっぱり得るためには、非常に深い

といいますか、献身的な努力が必要なんだろうというふうに思っております。 

次のページにいきまして、１０９ページなんですけれども、この工業統計調査と寄り添う形で

行われている経済センサスという調査があるかというふうに思うんですけれども、この事業につ

いて、詳しい内容を教えていただけますでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） 最初にお断りしておきますけども、平成２４年度は調査実施の年ではございませ

んので、これは附帯する事務といったことでございます。よくご存じだと思います。私もパンフ

レットを見てご説明をさせていただきたいと思いますけども、いわゆるご承知のとおり経済セン

サスは経済の国勢調査といったことになっております。そうした中で、企業の従業員の割合だと

か、それから、それは個人事業主ですかとか、そういった、売上高が何ぼだとか、それから、費

用が何ぼいってるだとか、いわゆる会社の、そういった経営実態を調査するものであるというふ

うに思っております。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 先ほどのご質問の中でお答えしておいたらよかったのかもわかりませんけれども、

国の、そうした統計をとるための調査は大事なんですけれども、与謝野町は、与謝野町のやり方

で、そうしたことをやっております。新町になって、ちょっと私、年度を忘れてしまいましたけ

れども、多分、総合計画をつくる、そのころだったと思います。職員がほとんど全員が町の中の

お宅へ出かけて、生活実態調査というのをしております。それは単にアンケートで丸、ペケをつ

けるんではなしに、聞き取りで今、実際に皆さんの生活がどういう状況ですか、仕事はどうです

かというふうな、そうしたものを聞き取りでやりました。それらも総合計画をつくる上で非常に

大きな役割が果たしていたのではないかなというふうに思いますし、それともう一つ、商工観光

課がしているかもわかりませんけど、織物の実態調査、今現状はどうなのかというようなことで、

自分の町の身近なことを問題意識を持ってするような、そういう調査もしておりますので、むし

ろ、そちらのほうがより正確で、また、同じことを職員も問題意識を持って共有するという意味

で与謝野町では、そういうやり方をしております。そうしたことに、よその町でも注目をしてい

ただいているようなところがありますので、そうした正確な、あるいは現在の目に見えない中で

の状況を、やはり職員としても把握するという努力はさせていただいております。 

議  長（赤松孝一） 山添議員。 

１ ０ 番（山添藤真） ３年ごとに行われている織物実態調査、あるいは平成２３年度に行われました与

謝野町の統計調査、そういった町独自の統計調査プラス、やはりこういった国の調査に協力して

いくことによって、より正確な数値を出すことができて、その数値に基づく政策を打つことがで
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きる、あるいは事業を組み立てることができるというふうに思っておりますので、この統計調査、

今後とも引き続き力を入れていただきたいというふうに思います。以上です。 

議  長（赤松孝一） ５番、塩見議員。 

５  番（塩見 晋） それでは、平成２４年度決算について、一般会計、少し質問させてもらいたいと

思います。 

いただきました決算の参考資料、いろいろと見せてもらっておりました。普通会計の財政状況

は、昨年と余り大きくは変わってませんが、若干よくなっているなという感触のあるとこもあり

ました。はっきり言いまして、昔は３割自治といいましたが、実際には２５％ぐらいしか自主財

源がないということで、どうしても財政力の弱いということについては、間違いない事実だろう

というふうに思っております。 

そういう中で、収入でほとんどのものが事業とか国とかが、計算の上で出してくるもんで、町

が頑張ってようけになるというのは、事業したときの補助金をいかに取るかということぐらいか

なというふうに思うんですが、見せてもらってます歳入の中の、これは決算書では１８ページの

８款地方特例交付金ですね、これが前年度と比べて非常に大きな落ち込みというんですか、増減

率で８２．６％のマイナスになってますが、国のいろんな制度とか、そういう関係で、こうなっ

ているんかなというふうに思うんですが、これがここまで少なくなっている理由について、お尋

ねしたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。地方特例交付金につきましては、今、ご指摘のように大

きく、平成２３年度に比べまして減額ということになっております。その要因といたしましては、

平成２４年度におきまして、児童手当及び子ども手当特例交付金が廃止をされましたので、その

分の特例交付金が入ってこなくなったということと、それから、減収補塡特例交付金のうちの自

動車取得税交付金分、これが廃止をされたということから、大きく減額になっているということ

でございます。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） 児童手当は、今までと同じように続いて、金額は変わってますけど、払っていっ

とると思うんですが、いわゆる地方負担分がなくなって、児童手当については、全て国のほうが

その分を、全部財源を出してきとるという、こういう理由なんでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） 児童手当については、制度が一定変わったかもしれませんが、継続がされて

いるということだと思いますが、子ども手当てについては政権のいろんな交代の中で廃止をされ

たということから、このような形になってきているというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） 僕が聞きたいのは、この補塡の、この児童手当の分については、いわゆる与謝野

町の出す分もあるから、その分の負担について、国がある程度見てくれとったというお金だと思

うんですね。 

今回、これが全然、国から、いわゆる補助のお金が入ってこんということは、もう一切、町は、

この児童手当を支払う分の負担については、今、何も児童手当というのか、子ども手当か、ちょ
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っと制度がいろいろと変わってますけど、子ども手当とか、いろいろありましたけども、与謝野

町については結局、国から入ってくる、京都府からだと思うんですが、そのお金のみで町が、そ

こに出しているお金というのはないということですか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えします。地方特例交付金の中で、この決算のように残っておりますの

は、減収補塡特例交付金が７２５万４，０００円入ってきているということで、ここの欄が昨年

に比べて約１，２００万円程度減っているということのご指摘であろうと思っております。 

平成２３年度につきましては、児童手当、子ども手当分及び自動車取得税交付金分が全てござ

いましたが、これらが全て廃止をされて、この７２５万４，０００円については、住宅借入金税

額控除分ということでございますので、児童手当分についての特例交付金というものはなくなっ

ているというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） いや、なくなっているのはわかっとるんです。決算書で見てますと、児童手当の

負担金ですね、それで入ってきているのが２億５，８８８万１，０００円ですか。児童手当とし

て町が出しているのが３億７，２５６万７，０００円あって、これから見る限り、町はある程度

負担をして児童手当を払っていっとると思うんです。そういうことについての、この児童手当の

特例交付金があったように思うんですが、何かの制度で、これがなくなったんかなというふうに

思うんですが、一番聞きたいのは国の制度が、そういうふうに変わってきたということなんでし

ょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） 国の制度が変わったために、このような形になっているというふうに思って

おります。児童手当の歳入歳出については、今、議員がおっしゃられたとおりだというふうに思

っておりますが、それを執行するに当たっての特例交付金というのは入ってきていないというこ

とだと思います。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） 平成２３年度と比べても、いわゆる児童手当に払う町の負担の金額というのは、

計算してみると、以前よりふえているという形になっておりますね。そういうことがちょっと気

になりましたので、お尋ねをしました。 

それからですね、決算書の７１ページです。総務管理費、１目の一般管理費です。ここに、こ

れは今回１回あっただけのことだと思うんですが、京都舞鶴港国際フェリートライアル事業とい

うのがあります。大体はわかっとるんですけども、もう少し具体的に、どういう事業だったんか

なという、負担金で払ってますね、１７万幾らか。それについてお尋ねしたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） 私のほうからお答えをさせていただきます。京都舞鶴港が日本の拠点港とい

うことで、日本海側の重要な港としてフェリーの就航のスタートというところで、京都北部地域、

京都府も挙げて、これについて、京都から韓国ポハンへのフェリーのトライアル事業が組まれま

して、町長も出席をしていただきましたけれども、その中で向こうのポハン市の方々との交流、

事業交流等をスタートをさせる初めのトライアル事業ということでございました。 
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日本側からは、ちょっとはっきりした人数が、うろ覚えですけども、約４００名ほどが参加さ

れたというふうなことであったというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） 京都府の事業に与謝野町も参加したと、こういう感じですかね。そうじゃないん

ですか、何か負担金で出ておったと思うんですけど。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） 関係市町、京都府も含めてですけども、組織的には実行委員会体制だったと

いうふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） 韓国のポハン港と舞鶴港の間にフェリーを就航させようかというふうな、かどう

かちょっとわからんですけど、そういう大きな話の中の事業だったんかなというふうに私も思っ

たりはしてるんですが、先ほど町長も参加されたということおっしゃいましたんで、実態、一番

よくご存じだと思いますし、どういう形だったんかなと、特にお隣の韓国とは、竹島の問題で非

常に感情もよくないようなこともあったりしてますし、そういう部分も含めて、もしご存じでし

たら、１年ほど前のことですけども、お伺いしたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） おっしゃるとおり、舞鶴港とポハンとのフェリーの就航をやってみようと、それ

のトライアルですから、実験的な形で、これをどう続けていくかの、まずスタートとして、そう

したことを組み立ててみようということでされました。 

その中で、実行委員会形式ですから、京都府、あるいは各関係市町村、それから商工会、商工

会議所、観光協会、いろいろな団体、また、婦人団体等が、こちらからポハンへ行って、向こう

のポハン市内を見学するなり、企業を訪問するなり、そして、また、ポハンのほうから、そこの

いろいろな団体の方が日本のほうへ、帰り便には、そのポハンの方たちが乗って、韓国の方たち

が乗って舞鶴港へ到着をして、舞鶴から観光へ出るというような、要するに一つのモデルとして

いけるかどうかというような、そうした形の、要するにトライアルということで、そういうこと

が実行されました。 

その中で、我々、向こうへ行く船の中、帰りで、やはり韓国と日本との行政そのものの違いも

よくあって、我々の京都だったら京都府、あるいは近隣市町村が協力をして、そして、そういう

ことをやるということ。ところが、もう韓国では市同士の競争になってまして、そんな、よその

市町というか郡になるのかちょっとわかりませんが、そういうことが協力をしてなんて考えられ

ないというようなことをおっしゃってましたから、習慣もそうですけれども、ものの考え方の中

に、やはり全く日本と韓国との考え方の相違があったなというふうなことを、何か思い知ったよ

うな、そんなあれでしたけれども、しかし、そういう民間同士の交流が続くことの中で、今、い

ろいろと問題になっておりますことについても、やはり解決をする糸口にもなるんではないかな、

そういう交流を通じて、やはり韓国と、また東南アジア等との関係がうまくいくようなことにな

ればなと思います。 

この間、テレビを見ておりましたら、米国と韓国の合同の演習をポハン沖でやっておられるん

ですよね。だから、そういう軍事的な意味でも結構重要な地域かなというふうには、後で思いま
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したけれども、やはりそうした意味では我々の交流事業と、向こうの考える交流事業との差もい

ろいろとあったんで、ある意味、一つの、そうした実験的な試みが大きい、今後の行方を左右す

ることになったんではないかと。 

ただ、今後、韓国だけではなしに舞鶴港が非常に国際的な港として、大きな観光客船なんかも

入る予定がございますので、そういう意味では、それの先駆け的な試みだったというふうに思っ

ております。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） 民間だったか、行政の長あたりが皆、行かれたんで、民間じゃないか、ちょっと

そこら辺が僕にはよく理解できないんですけど、一つは、そうしてやってみられたのはよかった

んですけど、今後に、これがどういうふうにいくんかなと思って、予算書は見てましたけども、

今年度の予算には出てませんでしたし、とりあえず一遍やってみようというだけのことで終わら

せないように、何とか舞鶴を中心に、やっぱりこの丹後にとっては大事な港ですし、今、海の京

都も一生懸命やってますし、引き続きそういうルートが、できればいいかなというふうに思うん

ですけど、どちらでもいいです。 

現在、どうなってるかということも合わせてお聞かせください。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） 私のほうから説明させていただきますと、町長も先ほどおっしゃいましたが、

フェリーの就航も多くなってきてます。それだけではなくて、韓国の、外国の、ほかの外国から

いろいろな資材が来まして、舞鶴港を拠点に近畿圏等にいろんな資材の輸出入等も考えておられ

まして、フェリートライアルのときには、日本側の近畿経済団体の方、また、ポハンのほうから

は、向こうの経済団体の方も来られまして、そこでの交流も別のほうでされておったということ

で、フェリートライアルで、観光だけではなくて事業、工業、商業、産業関係全てで交流ができ

たらということにはなっておりまして、今、舞鶴を中心に、それに向けた港湾整備なんかも、国

や府の補助金も受けながら、整備をされる中で、いろいろなモデル事業でしたり、いろいろな商

業の取り組みなんかも進められるということでございますけれども、今年度の事業の中では予算

化はございませんで、また、何かの取り組みが出てきました場合は、補正というふうな格好にな

るんかわかりませんけど、今のところでは舞鶴を中心に取り組みは進めておられますけれども、

今はフェリーの寄港の受け入れ的な部分の動きがメーンかなというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） １点だけ、今のフェリーの寄港というのは、韓国と日本とのフェリーのことです

ね、通常のフェリーは舞鶴港を使って北海道行きとかやってますけど、いろいろと今、計画され

ているというのは、韓国と日本との間のフェリーの就航について動きがあっとるということです

か。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） 説明不足で申しわけございません。韓国からだけではなくて、今、豪華客船

の寄港ということで、いろいろな、通常の小樽行きですとか、そういう部分とは別に観光面とい

いますか、コスタ・ビクトリアとか、そういう大型外国クルーズ客船というのも定期的に寄港を

する、それの取り組みというのが進められているということでございます。 
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議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） それも含めて、一番、僕が聞きたいのは、その韓国とのフェリーが、やっぱりそ

こが今、舞鶴中心に話が進んどるか、進んどらんかということが一番気になっておるんですけど

も、そこの部分はわかりませんか。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） 韓国との部分のポハン行きのフェリートライアルの、その後というところで

すね、すみません。そこの部分では、その後の動きは具体的には、余りまだ聞いておりません。 

５  番（塩見 晋） 質問を終わります。 

議  長（赤松孝一） ここで、３０分まで休憩します。 

（休憩 午後 ２時１４分） 

（再開 午後 ２時３０分） 

議  長（赤松孝一） それでは、休憩を閉じまして、会議を再開します。 

６番、宮﨑議員。 

６  番（宮﨑有平） それでは、平成２４年度の決算について質問させていただきます。 

決算資料の中の１３０ページなんですが、児童館管理運営事業について質問させていただきま

す。 

大変多くの利用者がおられまして、７，９５０人という利用者があるわけですが、この施設は

大変古い施設だろうと思っております。この施設の耐震等はどうなっとるんか教えてください。 

議  長（赤松孝一） 浪江福祉課長。 

福祉課長（浪江昭人） お答えいたします。児童館につきましては、ちょっと建築年度、私、記憶にござ

いませんが、木造の建物でございます。耐震検査等は実施をしていないというふうに思います。 

議  長（赤松孝一） 宮﨑議員。 

６  番（宮﨑有平） 私が記憶するには、かなり古くて４０年以上、５０年はたっとると思うんですが、

５０年近く。これは耐震してないということは、今後どのように、これを運営されようとしてお

るのか、ちょっとお聞きします。 

議  長（赤松孝一） 浪江福祉課長。 

福祉課長（浪江昭人） お答えをいたします。現在、非常に利用者の多い施設でございますので、この施

設を今すぐに廃止するというような、また、建てかえをするというようなことは、計画ではござ

いませんが、今、子ども・子育て会議のほうで、今後の子ども・子育て事業計画を策定していく

中で、この児童館という形で存続するのがいいのか、また、別の方法で運営をしていくのがいい

のか、これをご議論いただきたいというふうに考えておる最中でございます。 

ご指摘のとおり、非常に古い施設でございますので、そこに子供が集まってきますので、その

安全性というものが十分に考えなければならないというふうには思っておりますが、今すぐにそ

ういった修繕とか建てかえとかいう計画については持っておりませんので、ご了解いただきたい

と思います。 

議  長（赤松孝一） 宮﨑議員。 

６  番（宮﨑有平） 今、何も計画がないというご答弁でありました。 

そもそもこの児童館というものはですね、どういうあり方なのか、町のほうはどういうように
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お考えでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江福祉課長。 

福祉課長（浪江昭人） お答えをいたします。児童館につきましては、類似の形態といたしましては学童

保育というようなものがあるわけですが、学童保育とはちょっと趣が違いまして、いわゆる遊び

の場を提供するという考え方でございます。基本的には保育に当たる場所ではないというふうに

考えております。 

議  長（赤松孝一） 宮﨑議員。 

６  番（宮﨑有平） 保育の場じゃないというご答弁でした。しかしながら、現実にあそこを今、子供

が７，９５０人集まってね、年間、おると。私の調べたところによりますと、あそこは学童保育

のような形で、今されておられるように、私は見えるんですが、学童保育でないのに学童保育の

ような扱いをされておられる。ちょっとおかしいんじゃないですか。 

議  長（赤松孝一） 浪江福祉課長。 

福祉課長（浪江昭人） お答えをいたします。学童保育とは、先ほど違うということで申し上げました。

児童館につきましても、児童構成員という形で職員を配置をさせていただいております。 

基本的には、その構成員が見守りをするという程度で、本来はいいだろうというふうに思いま

すが、ただ、近年、保護者の皆さんの保育に対するニーズが非常に強く出てまいりますので、児

童館であっても学童保育と同様な、いわゆる保育というような形を求めてこられておるんではな

いかというふうに考えております。 

職員につきましては、そこで対応する中で、そういった意向を少しでも聞いていこうというふ

うになってまいりますので、学童保育の趣とよく似たような形に今なりつつあるんではないかと

いうふうに思います。 

議  長（赤松孝一） 宮﨑議員。 

６  番（宮﨑有平） はい、わかりました。学童保育、保護者のニーズに応えてという形になっておる

というふうに理解させていただきます。 

しかしながら、私自身、あそこが建ってから、私もあの近所におるもんですから、児童館へよ

く遊びに行ったり、子供のころはしましたし、その当時は自由に何でもできて、いつ行ってもよ

かったですし、これ見とると就学の時間以後から見ておられるということですね。土日はどうさ

れていんるか知りませんけども、お休みなのかどうか、毎日あそこへ行って遊んでおったという

記憶がございます。本来、児童館というのは、１８歳までの子供が自由に、あそこへ行って遊ぶ

と、遊んだり勉強したりするというふうな場所であろうかと思えるんですけども、そういった、

岩滝地域に学童保育の場所がないということで、あそこを保護者の皆さんが、学童保育の場と同

じような形で求められておるんだろうと思うんですけども、今後、こども園等ができる形になっ

てきましたら、その後は、どうなるんでしょうね、あそこは。 

議  長（赤松孝一） 浪江福祉課長。 

福祉課長（浪江昭人） お答えをいたします。岩滝児童館につきましては、週６日、月曜日から土曜日ま

で開所をさせていただいておりまして、通常は午後２時から午後６時ということになっておりま

す。議員さんご指摘のように、この児童館については１８歳以下の子供さんが全て利用できる対

象になっております。 
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そう言いましても、高校生がここに来て遊ぶというふうなことは、まずありませんが、従来は

小さな子供さんから小学校の高学年ぐらいの子供さんが、一つの縦割りの中で遊びを一緒に覚え

たり、楽しんだりする、そういった場所だったんだろうというふうに思いますが、だんだん時代

も変わってきておりますので、そういった縦のつながりが、なかなか難しい状況で、児童構成員

のほうが、そういった役割を果たしている部分があるんではないかというふうに思っております。 

今後の考え方でございますが、これは過去からの一つの課題として捉えておりまして、旧町単

位でいいますと、児童館がございますのは岩滝地域だけ、あとの加悦地域、野田川地域について

は学童保育という形をとらせていただいております。その中で、学童保育につきましては、通常

は月額３，０００円の利用料をいただいておりますし、また夏休み等、長期休暇中については

６，０００円負担をいただいております。 

児童館につきましては、通常も、また学期休暇中も全て無料ということで利用いただいており

ますので、そこら当たりにも、ちょっと差異が生じてきておる、続いておると。内容については、

非常に近くなってきておりながら、負担の面でいいますと地域によって格差があるということが

続いておりますので、その点も含めまして、今後の子育て会議等でご議論をいただき、また町の

考え方もお示しをしていかんなんようになるんではないかというふうに考えております。 

議  長（赤松孝一） 宮﨑議員。 

６  番（宮﨑有平） はい、よくわかりました。しかしながら、あそこが今、私、聞いたのは、こども

園、認定こども園できた後はどうなるんだろうかなと、あそこを、そのまんま今の学童保育にさ

れるのかどうかというふうなことをちょっと聞きたいんです。 

議  長（赤松孝一） 浪江福祉課長。 

福祉課長（浪江昭人） お答えをいたします。まず、認定こども園を今、町としては目指しまして、町長

のほうが子ども・子育て会議のほうに諮問をしておる最中ですので、まだ、その形態になるかど

うかについては確定ではございませんが、仮に認定こども園を各地域１カ所ずつ整備をしていく

ということになりましたら、今あります保育所なり幼稚園があいてくるということになります。 

例えば、岩滝地域で考えますと、今の岩滝幼稚園は非常に老朽化が進んでおりますので、それ

を残して、学童なり児童館に使うということは考えにくいというふうに思います。そうしますと、

例えば岩滝保育園があきましたときには、そこを学童なり児童館に活用するということは一つの

方法ではないかというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 宮﨑議員。 

６  番（宮﨑有平） となりますと、児童館は元の児童館のあり方に直すということで、それを存続さ

せるという理解でよろしいでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江福祉課長。 

福祉課長（浪江昭人） お答えをいたします。先ほどから申し上げておりますように、今後、児童館とい

う形で残すのがよいのか、改めて学童という形にするのがいいのか、そのあたりは住民の皆様の

ご意見も聞きながら、判断をしてまいりたいというふうに思いますが、基本的には先ほど申し上

げました環境の問題やら、負担の問題をできるだけ統一をしていくという方向が望ましいんでは

ないかというふうに私自身は思っておりますが、これは今後のご意見を聞く中で調整をさせてい

ただきたいと思っております。 
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議  長（赤松孝一） 宮﨑議員。 

６  番（宮﨑有平） はい、わかりました。今後の子育て会議の次第によるというふうに理解させてい

ただきます。 

次に移ります。４３ページの不納欠損についてお伺いします。毎年、多くの不納欠損が出てお

りまして、ことしは特別、下水道の問題で２，６００万円出ましたけども、それを除いても

２，０００万円ぐらいの不納欠損、今、計算しましたらあるんです。昨年も、それ以上あったよ

うな気がするんですが、これは何とか、これもっと下げるような努力といいますか、せめて

１，０００万円ぐらいに、ゼロにはならんでしょうけども、１，０００万円ぐらいにするような

努力とか、そういうふうなことは、努力はされておられると思うんですけども、金額的にもっと

下がるような方法とかいうふうなことが考えておられるのかどうか、聞かせていただきます。 

いやいや、どこというのではなく、全体です、全部で。 

議  長（赤松孝一） 堀口副町長。 

副 町 長（堀口卓也） 町の金銭債権全体を通しての不納欠損のお話だと思いますので、私のほうからお

答えしたいと思います。 

先日来から下水道の受益者分担金、負担金の答弁の中でも申し上げてますように、今後は下水

の問題に限らず、町の全ての金銭債権につきましては、きちっとした時期に、所定の時期に督促

を出したり、それから、今まで以上に個別徴収を強めたり、そして、納付環境を整えるという意

味では、現在、コンビニ納税、コンビニ納付ができておりませんけども、こういったこともでき

れば、今年度中に取り組んでいきたいと、こういったようなことで事務的な話、それから納税、

納付環境を整える中で、議員が言われますように、不納欠損の金額を１円でも減らしていきたい

というふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 宮﨑議員。 

６  番（宮﨑有平） わかりました。ちょっと大ざっぱな質問をさせていただきましたので、当然、

１円でも不納欠損を少なくするというふうなお気持ちがあるということはわかりました。来年度

には、大変不納欠損減っていることを期待いたしております。以上で終わります。 

議  長（赤松孝一） ４番、杉上議員。 

４  番（杉上忠義） それでは、平成２４年度の決算につきまして質問いたします。決算資料の１８ペ

ージですか、地方債のところ、歳入のところを見ていただければというふうに思います。 

ここで地方債が問題といいますか、民間の基準と大きく違うのが、民間企業ではですね、銀行

の借入金を売り上げに計上したりすることは全くないわけでございまして、官庁の会計だけ税収

と地方債が同じ歳入に繰り入れられているわけでございます。これでは、収支を見ただけでは財

政が健全かどうかわからないということで、もっと住民によく見えてわかりやすくするというこ

とで、いろんな方策が財務省、総務省で研究されていると報道されました。 

そこで、企画財政課にお尋ねいたします。近畿財務局は、報道によりますと、ことし４１の市

町村を訪問して聞き取り調査を実施したと報道されております。それを踏まえまして、診断結果

を各自治体にフィードバックしているというふうにも書かれておりますけども、本町にはですね、

近畿財務局から調査に来られましたでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 
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企画財政課長（浪江 学） 私の記憶では、そういったことはございません。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） 日本経済新聞が９月１９日に大きく報道しておりまして、近畿の１５４の自治体

で７８％が財務が改善されたというふうになっております。このことは、どうして、こういうこ

とになったと書かれているのはですね、キャッシュフロー、現金収支の計算書を２０１１年度で、

民間に合った形で計算を総務省、財務省の資料をもとにですね、日本経済新聞社が算出して

７８％の自治体が改善しているというふうに書かれているわけでございます。 

しかしながら、今申し上げましたように、実態は、地方債というものが大きく左右するわけで

ございまして、本当の純現金収支につきまして、ここが非常に重要ではないかというふうに指摘

をされております。本町におきましても、基金とか現金は決算書に出てるんですけども、本当の

純現金収支なるものが、日々はわかると思うんですけども、一旦締めるときに出されているんで

しょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） 自治体が行政運営させていただくのに、財政力指数が０．３台ということで

すので、いわゆる３割自治ということですので、ほとんど交付税なり、あるいは今ご指摘の地方

債に依存して行っているというのが現状で、町が独自に集めさせていただく自主財源だけでです

ね、行政が回ることができません。無理やりそれをしますと、行政サービスが大きく停滞してし

まうということですので、地方債も起こしながら行財政運営をさせていただくということになら

ざるを得ないだろうというふうに思っております。 

ただし、その地方債を野方図に発行しながら、やりたいこと放題というわけにはいかないとい

うところから、実質公債費比率ですとか、将来負担比率ですとか、そういった指数で管理をしな

がらやっていくと、適正な範囲の中でやっていくと、こういうことが求められているのではない

かというふうに思っておりまして、民間と全く違うわけですけれども、そこは行政特有のものが

あるんではないかというふうに考えております。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） そこで、数年前まではですね、バランスシートが盛んに注目されて、それを作成

すべきだという指摘が多かったんですけども、最近ちょっと聞かれませんけど、水道会計見ます

と、ひな形がありまして、そこに数字を当てはめると、それが作成できるというのがあるんです

けども、本町におきまして、そういう取り組みはされているんでしょうか。本会計といいますか、

決算におきまして。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） バランスシート、いわゆる行政の場合、公会計制度というふうに呼んでおり

ますけれども、それに基づく数字というのは、一定時期に公開をさせていただいているというふ

うに思っておりますが、これも、どのやり方が本当に正しいのか、適当なのかというところが、

研究を重ねながらの過程ということですので、不十分なところは、まだあるんじゃないかという

ふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） もう一つ、この報道で注目すべきは、町長にお尋ねしたほうがいいかと思います
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けども、積立金、基金がですね、小さい、近畿でいいますと川上村とか明日香村、京都府でいう

と伊根町とか、５５億円も基金が積み立てられてるわけですね、これはいずれも合併してないと

いうふうに思う町でございます。 

本町のようにですね、合併特例債をして、合併したからには新しいまちづくりをするんだと、

いろんな公共事業をするとですね、財政も苦しくなるというのが、まだ、道半ばですけども、こ

れから中学校あり、町長おっしゃいます、こども園の建設等々をやっていきますとですね、かな

りの金額が、まだまだ合併特例債で積み上がっていきます。 

しかし、小さい町は小さい町で一生懸命やられた結果、こういった５５億円の基金ができたと

思うんですけども、合併して道半ばで苦しむことに、これからだんだん、ご存じのように交付税

が減っていくわけですけども、そういった矛盾をですね、もう少し頑張っている、合併して頑張

っている町としてですね、国に申し上げてもいいんじゃないかなというふうに思うんですけども、

町長いかがでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 一定のルールに従って、それぞれの町が、その中で努力をしているわけですし、

本当に合併しようがしよまいが、大変財政的には厳しい、それはもう現実だというふうに思いま

す。 

ですから、我が町ということだけではなしに、やはりそうした今までの交付税のあり方等も含

めて、やはりそれは適正な配分ができるような、絞り込むだけではない、そうした国の施策の中

に、きっちりとやはりそうしたことも含めていただくという、これはもう声を大きくしながら申

し上げていきたいというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） まだ、多くの事業が計画されておるところでございます。ぜひともそういった点

をですね、改善していくように、国のほうにも申し上げていっていただきたいというふうに思い

ます。 

それから、２点目につきまして、決算書の４７ページ、ふるさと納税につきましてでございま

す。決算によりますと６１万円になっておるわけでございます。これも京都新聞が８月２２日に

報道いたしました、ふるさと納税５年で明暗となりまして、与謝野町が近隣の町、北部５市２町

で最下位だったんですけども、２００８年にですね、地方と都会の格差を是正するために、一つ

の政策として２００８年、５年に導入された、ふるさと納税でございますけども、与謝野町は

５年間で４４６万円ありました。かなりの金額が、平成２４年度には納税されたという方が多か

ったと思うんですけども、何か特別な事情があったんでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） ふるさと納税につきましては、平成２４年度にご寄附をいただきましたのが

６１万円でございます。決算書では４７ページに計上してございます。件数にして９件というこ

とでございます。 

平成２０年度から始まりまして、平成２４年度までの５カ年で５２件で、今、議員が言われま

した、４４６万円余りということになっているということでございまして、平成２４年度だけが、

特に突出して多いということではないように思っております。 
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議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） この記事、書かれた方はよく知ってるんですけれども、宮津市局が新人記者でス

タートされまして、東京支社に行っておられるときにふるさと納税、伊根町の第１号になるんだ

ということで、伊根町に納税された方でございます。 

事ほどさようにですね、出身者でない人が何となく魅力的な伊根町に応援したいということで

納税される方が多いと聞いております。５年間で１，２５７人の方が１，９７４万円、伊根町に

は納税されておるという結果が出ております。一番気になったのは、この報道によりまして与謝

野町のコメントですね、郷土を応援するのが制度の趣旨、特典で集めるのは筋が違うと、こうお

っしゃってるんですけども、ちょっとこの記者の質問と合ってない答えを出されたんではないか

というふうに思うんですけども、その特典があるから寄附をされるんじゃなくて、やはりもっと

ですね、町外で活躍している方もたくさんおられます。そういった方との交流をもっと深めるべ

きではないかというふうに思うんですけども、その辺の努力が、もう少し工夫があっていいと思

ってる次第でございます。 

今後におきましても、やはり与謝野町のアピールをもっとするべきだというふうに思っており

ます。この特典、いろんな特典が各市町村、出てますけども、これがあるからするわけでなしに、

与謝野町を応援したいという人が多く出てくるような施策を必要とするんではないかと思うんで

すけども、財政課長、いかがでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。おっしゃるとおりだろういうふうに思っております。当

町としましては、ふるさと納税は、あくまでふるさとを思う気持ちから自主的にお納めいただく

のが趣旨だろうと思っておりますので、初めての方は町歌のＣＤを贈らせていただいたりはして

おりますけれども、特に特典というのは設けずに現在に至っているということでございます。 

ただ、議員もご指摘のように、ふるさと納税のＰＲについては、若干まだまだ不足していると

ころがあるんじゃないかというふうに思っておりますので、ＰＲに今後、力を入れていきたいと

いうふうに考えております。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） これも金額ではなしに、毎年お送りいただく方もございます。そうした気持ちを、

やはり大事にしたような形でのお返しができればというふうには思っておりますけれども、金額

が多ければいいんですけど、そうではなしに何かに役立ててくださいという、そうした格好でお

送りいただいている方に対しては、本当に、この場をかりて感謝を申し上げたいというふうに思

っております。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） 今、海の京都で取り組んでおります、北部５市２町のふるさと納税の状況により

ますと、特典がないのは福知山市と与謝野町だけになっております。感謝の気持ちを込めてです

ね、何かプレゼントを考えられてもいいんじゃないかと思うんですけども、ぜひともご検討いた

だきたいと思いますけども、いかがでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。先ほど申し上げました、ふるさとを思う気持ちで自主的
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にご寄附いただくのが趣旨だろうということで、平成２０年当時から一貫して、そのようにさせ

ていただいておりますので、他の市町が特典をつけておられるから、私どももということではな

くて、これまでの考え方を踏襲させていただきたいというふうに考えております。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） ぜひともですね、企画力、アイデアを競っていただきまして、海の京都の取り組

みに合わせて、このふるさと納税がうんとふえますように期待をして、終わりたいと思います。

ありがとうございました。 

議  長（赤松孝一） 手が挙がりました。 

１６番、谷口議員。 

１ ６ 番（谷口忠弘） それでは、決算につきまして何点か質問させていただきます。 

私は、決算はですね、以前にもちょっと申し上げましたけども、予算が、お金が適正に使われ

ているかどうかというチェックですね、これが一つの大きな観点だと。もう一つは、この使われ

た予算が、どのような活用で、どのような効果を上げたのか、これを検証するというのも一つの

大きな決算の役目ではないかなというぐあいに思っております。そういう観点からですね、何点

か質問をさせていただきます。 

まず最初に、決算資料でありますけども、これの歳入のとこでありますけども、本年度ですね、

交付税ですね、これが、普通交付税が２．７％ですか、対前年よりもふえております。特別交付

税に至っては５．２％のマイナスになっておりますけども、交付税全体としては１．９％、前年

よりもふえております。これはですね、国全体の交付税の総額が変動したという要因もあるでし

ょうけども、当町にとって、この交付税にかかわる標準財政需要額と、標準財政収入額ですね、

この辺を含めて、どのようにふえたのか、その観点から質問したいと思います。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） 交付税につきましてお尋ねでございますので、お答えをさせていただきます。 

決算書１９ページに普通交付税、特別交付税の額を計上させていただいております。普通交付

税は５０億５９５万３，０００円、特別交付税は５億３０７万２，０００円となってございまし

て、まず、特別交付税につきましては５．１％、昨年比５．１％の減、２，６９９万

２，０００円の減ということでございます。 

これにつきましては、中身は詳しくはわからないわけですけれども、東北地方の災害等の予算

の関係から特別交付税の全体予算枠が調整されて、当町への配分が、このような形で減ってきた

ということよりないのではないかというふうに思っております。普通交付税につきましては、昨

年比、ご指摘のように２．７％の増ということで１億３，０４８万１，０００円、約１億

３，０００万円余り増加をいたしております。これにつきまして、どういった要因で増加をした

かというところでございますが、増加要因と減額要因とがございます。増加要因といたしまして

は、まず、公債費の増加によって償還が始まったもの等がございますので、それに基準財政需要

額に反映される分がふえてくるというものがございます。それから、個別算定経費によって、高

齢者人口の増加などによってふえている分がございます。 

また、臨時財政対策債から、この交付税に振りかえられて交付税が増加していただいている分

が、これは国の財源措置によりますが、そういったものがございます。 
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ほか、基準財政収入額のほうにつきまして、若干固定資産税の減収がある、地方特例交付金、

先ほどご質問がございましたが、これらの減がある分によりまして、交付税が増加されてきてい

る分がございます。そういった要因で、増加要因としましては、約１億８，２００万円程度の増

加があるということでございますが、一方、減額要因といたしましては、地域経済雇用対策費が

人口、単位費用、段階補正の、特に人口の減などによりまして減額と、あるいは包括算定経費が

人口の減によって減というような要素で、減額要因全体としましては５，２００万円程度がある

ということでございます。それを差し引きまして約１億３，０００万円の増額ということになっ

たものというふうに分析をいたしております。 

議  長（赤松孝一） 谷口議員。 

１ ６ 番（谷口忠弘） 地方交付税ですね、これは歳入に占める割合はですね、ここに書いてありますよ

うに４７％から４８％という、大変大きなウエートですね。歳入にかかわるウエートを占めてい

る収入源であります。交付税はいろんな要素が絡み合って、最終的に数字がはじき出されるとい

うもんでありますので、なかなか予測がつくのが非常に難しいところだと思いますけども、当町

は人口も減少しておりますし、そういう中で増額が見込めるのは大変厳しい状況だというぐあい

に思います。 

それと、ちょっと今お聞きした中では、公債費の発行の増額に伴って交付税がふえてきたと、

これは考えてみればおかしな意味合いでありまして、借金がふえたから交付税が上がってくると、

こういう話です。とりわけ、合併特例債なんかは７割の交付税算入ありますからね、これが物す

ごく影響してるんではないかなというぐあいに思っています。 

続きまして、ちょっと変わりまして今度は歳出のほうで、決算の８７ページから９１ページ、

有線放送事業について質問させていただきます。補正予算のときにも、この有線放送につきまし

ては何点か質問させていただきました。また、午前中にも何点か質問がございました。とりわけ、

この事業は平成２２年に全町に拡大しまして、現在では８５～８６％という加入率ということで、

大変高い加入率であります。 

収支もことしは約３，７００万円の黒字が出まして、通算３年間で約９，０００万円の基金積

み立てができたと、こういうことで大変喜ばしい事業ではないかというぐあいに思っております。 

そういうことで、大変順調な推移ということで見ておりますけども、当初では、これほどの高

い加入率では運営費はもちろんでありますけども、合併特例債を発行した償還ですね、これが始

まる時点での償還額も賄えるんではないかなと、要するに借金を、これで払えるんではないかな

というふうな試算が出ておったように思いますけども、それは一体、そのようになっているんで

しょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。テレビの運営事業につきましては、平成２４年度も、そ

のテレビの基金のほうに３，７００万円積み立てをさせていただいておりますが、これにはイニ

シャルコストの分については、いわゆる整備した経費の償還等は含まれてないということでござ

いますが、今、議員がご指摘のように特例債を発行いたしまして、７割が交付税に算入され、残

る３０％が一般財源の持ち出しということでございます。 

そういった計算をもとにいたしますと、これまで整備してきましたテレビの地域情報通信基盤
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整備事業につきまして、ピークを迎えますのが平成２５年度、まさに本年度が一番、償還額とし

ては非常に大きな額を占めると、一番ピークを占めるということでございます。この償還額、平

成２５年度予定のうち、７割の交付税算入額を除いて３割に相当する額というのが３，５８０万

円余りということでございまして、先ほど３．７００万円、昨年、積ませていただいたというこ

とを申し上げましたが、その数字とほとんど違いのない額だということでございます。 

今後、この償還額は減っていくということですので、大体、３０％相当の分については運営費

で賄えているというところにあるんじゃないかと思っております。 

議  長（赤松孝一） 谷口議員。 

１ ６ 番（谷口忠弘） 今お聞きした中では、大変、借金返しもある程度できておるというような状況で

今のところ推移しているみたいであります。大変いい傾向ではないかなというぐあいに思ってま

す。毎年ですね、３，０００万円ぐらいの収支に黒字が出れば、何とか合併特例債で借りた償還

分ぐらいは返せると、こういうぐあいに思っていいんでしょうかね。 

この事業は、そういう意味合いからも非常に町民満足度も高いですし、また当初、工事にかか

わる経済対策としての町内事業者ですね、これの発注も非常に大きかったですし、要するに経済

的な貢献もあったと。また、運営費はもとより、さっき言いましたように借金返しまでできてい

ると、そういうことで大変、現実的には大変喜ばしい事業であったというぐあいには思っており

ます。 

ただ、しかしですね、先ほどちょっとおっしゃられましたけど、イニシャルコストですね、本

来なら、一般企業であれば、投資にかかわるコストは、やっぱり減価償却費を入れて収支を合わ

せると、こういうのが通例ですよね。これ設備投資、備品、放送館内の設備ですね、これが多額

の費用がかかっておりますよね。これは本来から言えば、こういう減価償却費を含めた額で、収

支が、これぐらい出れば、大変、それこそ万々歳だと、こういうぐあいに思うんですけども、仮

にですね、この減価償却費を計算するとすればどれぐらいの金額になるのか、それ試算されたこ

とはあるでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） そういった方法では行っておりません。 

議  長（赤松孝一） 谷口議員。 

１ ６ 番（谷口忠弘） 当然ですね、いろんなものには寿命がありますので、例えば５年たったら更新せ

ないけない。買いかえないけないと、これが非常に多額な金額に、恐らくなるものが非常に多い

んではないかなというぐあいに思うんですね。だから、理想を言えば切りがないんですけども、

このとこら辺はちょっと計算をいただいて、どれぐらいに、頑張ればどうなるんかなと、例えこ

れ加入率が１００％になってもですね、なかなかそこまでいかないというぐあいには思いますけ

ども、その辺も含めて試算をいただければ非常にありがたいなというぐあいに思っております。 

続きまして、決算の７５ページから７７ページの庁舎の管理、維持管理費、これについてお尋

ねをしたいと思います。 

３庁舎の維持管理で４，３２２万円上がっております。これは以前、各議員の皆さん方からも

総合庁舎化にするべきだということで、この３庁舎の維持管理費は非常に無駄だと、こういうぐ

あいな指摘のもと、総合庁舎化の話も進んだんではないかなというぐあいには思いますけども、
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職員さんも、かなり少なくなっております。庁舎問題のこともございました。仮に、これ１庁舎

にすると、あのときの資料で、ちょっと図であったかもわかりませんけども、これ仮に総合庁舎

化を図ると、この４，３２０万円は、どれぐらい減額になるという数字が出ておったでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。ちょっと今、資料を持っておりませんので、具体的な数

字というのは申し上げることができないんですけども、そういった計算をさせていただく過程の

中で、一番大きく影響してくるのが庁舎の警備、夜間警備員さんを置いておりますけれども、こ

れの関係が１カ所になると１カ所で済むという考え方をすれば、大きく減額になってくる部分は

あるだろうというふうに思っておりますけども、そのほかの部分につきましては、その残った庁

舎をどう活用していくか、どう保存していくか、それによって大きく変わってくるんじゃないか

というふうには思っております。 

ちょっと数字持っておりませんので、申し上げられませんけれども、ご理解いただきたいと思

います。 

議  長（赤松孝一） 谷口議員。 

１ ６ 番（谷口忠弘） この庁舎の総合庁舎化というのはですね、大変、行革の中でも、学校の統廃合も

ありますけども、１丁目１番地と言われた最優先課題の行革の一つのあれだったと思うんですね。 

そこでお伺いしたいんですけども、平成２０年から平成２４年までの５年間で第１次行革が終

わりましたね。私、この結果報告を全然聞いてないんですけども、どんなことで終わったのかね、

目標数値ありましたよ、毎年、これ全然聞いてませんよ。第２次行革のことは聞きましたけど、

この結果報告を必ずするべきだというふうに思うんですけど、いかがですか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） 平成２０年度から平成２４年度までの第１次行革の期間でございますので、

この平成２４年度の決算が固まった段階、すなわち来月、行政改革推進委員会を開きまして、第

１次行革の実績総括をお示しをしていきたいというふうに思っておりますので、その後、議員さ

んには配付のほうをさせていただきたいというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 谷口議員。 

１ ６ 番（谷口忠弘） この庁舎の総合庁舎化の問題は、午前中にも田議員のほうから若干質問がござ

いました。町長は、一定の期間をもって、また、今後のことは考えていきたいと、こういうぐあ

いにおっしゃられておりました。 

先ほど言いましたように、平成２４年までの５年間の行革の中で、これはうたってある一つの

大きな項目ですね。これ一体、どれぐらいの時間をかけようとしておられるのかね、そこのとこ

ろ、町長のほうからお答えをいただきたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 行革もですけれども、庁舎問題検討委員会の中でも、一定の方向性を出していた

だいております。今後、総合庁舎とするべきだということと、それから、その中には今ある野田

川庁舎の北庁舎の古い建物との、その関係で、そこを縮小するべきだということ。また、その建

物云々だけではなしに、これには職員の数だとか、それから、どういう体制にするか、機構改革

も含めて考えていかなければならない話だろうというふうに思いますので、それらについては、
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この来年の春には皆さんも選挙がございますし、町長選もございます。そうした中で、４月１日

からの人事なんていうのは、これは難しい話ですので、やはり新たな、そうした中で、どうして

いくかということを、また再開、そうしたことも考えていく必要があろうというふうには思って

おります。 

今の段階で、どうする、こうするというコメントは、今、持ち合わせておりませんし、今後、

総合庁舎に向けて、いつ、どのような形でどうするのかというのは、検討委員会にも出てました

ように、いろんなまだ、問題が残っていると思いますので、やはりそれらを一つ一つ、やはり時

間をかけて考えていく必要があろうかと思います。時間をかけるというても、いつまでなんだと

いうことになりますと、やはり合併しまして１０年ぐらいの間には、次の方向性というものは打

ち出していかなければならないんではないかというふうには考えております。 

議  長（赤松孝一） 谷口議員。 

１ ６ 番（谷口忠弘） 続いてもう一つやります。決算書の１３９ページの次世代育成支援事業というの

は、これ一体何の事業なんでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江福祉課長。 

福祉課長（浪江昭人） お答えをいたします。この次世代育成支援事業といいますのは、いわゆる婚活の

ための事業を行っております。平成２４年度で、これはリフレを活用させていただきまして、そ

こに、いわゆる婚活をされております男性１１人、それから、女性１０人で出会いの場をつくら

せていただいたということでございます。 

議  長（赤松孝一） 谷口議員。 

１ ６ 番（谷口忠弘） 私はね、非常に憤慨してるんですよ。去年の３月議会でですね、私は人口減少に

何とか歯どめをかける策でね、婚活事業をするべきだと、これも一つですよ。これだけで全部い

けると思いませんよ。するべきだということを町長に対して質問させていただきました。 

町長はそのときに、これは民間に任せると、行政がやるべきもんではないと、こういうぐあい

におっしゃったんですけど、どうなんですか、そこは。 

議  長（赤松孝一） 浪江福祉課長。 

福祉課長（浪江昭人） お答えをいたします。今回は、役場のほうで、福祉課のほうで取り組みをさせて

いただきましたが、結果でいいますと、やっぱり民間の事業所さん等にお願いをして、もうちょ

っと気楽な形で参加ができるような方法をとったほうがよかったんではないかなというふうには

思っております。ちょっと、そのとき私、福祉課におりませんでしたので、その内容がどうかと

いうことにつきましては、ちょっとお答えしかねますが、結果としては、そういう形がよかった

んではないかなというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 谷口議員。 

１ ６ 番（谷口忠弘） あのね、そうなんですよ、確かにね、私も言いました。民間でやるよりは行政が

やったほうが信頼感が生まれて、参加しやすい人も参加できるということも言いましたので、そ

れでもなおかつやらないと、こういうぐあいにおっしゃったんで、非常にちょっと憤慨している

んですけども、以上で終わります。 

議  長（赤松孝一） ここで、４０分まで休憩いたします。 

（休憩 午後 ３時２７分） 
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（再開 午後 ３時４０分） 

議  長（赤松孝一） それでは、休憩を閉じまして、会議を再開いたします。 

伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） それでは、初めに税機構の問題について質問します。 

委員会資料の７ページ、差し押さえに関する一覧が出ております。税務課長にお伺いします。

平成２２年度は３６件、平成２３年度は２２件、平成２４年度が２４４件と、まさに急増してい

ますが、どのように判断されているのか、できるだけわかりやすくご答弁願いたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 植田税務課長。 

税務課長（植田弘志） 平成２４年度の差し押さえの一覧表ということで、総務常任委員会で配付させて

いただきました京都地方税機構徴収業務状況ということで、参考資料という、７ページでござい

ます。平成２３年度差し押さえ人数２７人でございました。平成２４年度につきましては、これ

が大幅に伸びておりまして、２２４人を、差し押さえを税機構のほうでされております。 

税機構の考え方としましては、税機構設立以来、本来の目的でございます滞納税の徴収という

ことがございますので、その徴収に向けて日々努力していただいております。徴収率の向上に向

けて差し押さえや公売等を特に強化されておりまして、悪質な滞納者に対しましては厳しい対応

で臨んでいかれておるという現状でございます。 

議  長（赤松孝一） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） どのように評価をされているか、再度お答え願いたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 植田税務課長。 

税務課長（植田弘志） 差し押さえ等の評価ということでございます。 

税の公平性からいいますと、徴収率も本年度は上がってきておりますし、評価をしておるとい

うところでございます。 

議  長（赤松孝一） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） もう二度やったので時間がないし、次にいきます。 

私が聞きたかったのは、こういう滞納がずっとふえてきているという傾向でしょう。このこと

の実態に迫らないといけないと、答弁というのはというのが僕の願いでした。 

次、質問します。差し押さえの、その内訳、この対象の一覧表があり、預貯金、給与、売掛金、

年金、生保や損保、これらが出ています。これらについても前年対比で急増しており、生活や家

計、暮らしに直結し、深くかかわるものだと考えています。この実態について、内容をお聞かせ

願えたらと思っています。リアルにお願いします。 

議  長（赤松孝一） 植田税務課長。 

税務課長（植田弘志） 差し押さえの内容のご質問でございます。 

預貯金につきましては、平成２４年度で１４６人の件数でございますし、あと国税のほうの還

付金が２１件、それから給与、売掛金ということで９件、あと大きなところでは生保、損保の差

し押さえということで４２件というところでございます。先ほどの給与とかございますけれども、

一定、給与等につきましては差し押さえができない部分もありますので、そういうふうなのを除

きまして差し押さえ等をされておるというふうに認識しております。 

議  長（赤松孝一） 伊藤議員。 
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７  番（伊藤幸男） 今、わざわざ預貯金、給与、売掛金、年金、生保、損保というふうに言ってるよ

うに、まさに生活に密着したところが差し押さえの対象になっていると、ここが大きな問題だと

思っています。 

この間、地方税機構が設立されて４年ほどになるわけですが、本来、まちづくりの一環の市町

村でやるべき重要な税の徴収業務というのが、京都府の税機構に移管されるようになりました。

そのことによって、市町村の顔の見える町政運営が薄れる結果になっています。この間、納税者

とのトラブルの発生や、税機構側の姿勢、対応のまずさ等の問題が京都府下全域と言っていいと

思いますが、各地で問題が起きました。このことは、一昨年６月議会で私自身、指摘をしてまい

りました。この点を中心に、その後どうなったのか、伺いたいと思っています。 

まず、一つ目なんですけども、外部委託をするということで、いわゆるアウトソーシング問題

です。このことで今、問題になっているような個人情報の流出問題はいかがなものか、委託先へ

の指示命令の関係はどうか、そして、最後に偽装請負の疑いがあるんではないかという指摘をさ

せてもらいました。いかがですか、改善されたでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 植田税務課長。 

税務課長（植田弘志） 税機構の業務のご質問でございます。一つ目がアウトソーシングの関係でござい

ます。これにつきましては、滞納者の方に電話で未納の連絡をして、納付がいただきたいという

ことを外部委託でされております。これにつきましては、受託事業者のほうで監督者、それから

受託業者のほうが監督しておりまして、機構のほうの責任者のほうがトラブル等で対応しておる

というふうに伺っております。電話対応のところで解決できなければ、案件を委託先から税機構

のほうに引き受けて対応されておりますので、問題が発生しておるというのは伺っておりません。 

それから、もう１点のほうの個人情報の関係でございます。アウトソーシングにつきましては、

契約上しっかりされておると思っておりますし、機構の中のほうでは臨時職員の方もいらっしゃ

います。これにつきましても、臨時職員に対しても我々同様に地方公務員法なり、それから税法

なりの守秘義務がかかっておりますので、情報が漏れるという心配は、法上はないのではないか

というふうに考えております。 

あともう１点、何かありましたか。偽装請負の関係でございますけれども、先ほどアウトソー

シングの関係で、受託業者のほうが監督者を出しておりますし、その監督者に対して機構のほう

から指示、命令をしておりますので、偽装請負のほうもないものと思っております。 

議  長（赤松孝一） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） 一般的な答弁だったんで、ちょっと時間もありませんので、またね、機会があれ

ばしたいと思うんですが、不安が残るなというふうに思ってます。これは、そもそも税務という

ことを民間委託にすること自体が、どういう形であれ、情報の流出が避けられんことは多々起き

てるわけでね、この点は、ぜひ今後も注意深くしていただくよう要請しておいてほしいと思いま

す。 

次に、税の整理、いわゆる滞納整理についてお伺いします。その第１点は、財産調査でありま

す。本人の財産調査、これも国税徴収法の１４１条問題は、本人の同意納得が必要だと、こうな

っています。この点で、これについて国税庁の徴税課長の通知が平成１３年に出て、ちょっと読

みますね。 
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財産調査の留意事項には、質問及び検査は滞納処分のため、滞納者の財産を調査する必要があ

るときに、その必要に認められる範囲内において行うことができるものであり、強制力を伴わな

い任意調査であることから、相手方の理解と協力を得て行う必要がある。金融機関取引先調査に

当たっては、それが滞納者の営業活動などに影響を及ぼす場合もあることから、滞納者の納付の

意思、営業の状況などを勘案した上で実施することとともに、その実施に当たっては納税者の秘

密の保持についても配慮すると、こうなっています。いいですね。このことが２年前に言いまし

たように、そこの連合長でしたかいな、責任者、税機構の責任者の京都府知事は、こう言ったん

です。このことをわざわざ言われているのに、相談しながらやっていること自体が、本人の意思

を尊重することになる。必ずしも本人承諾は必要ないと、このように答弁しています。この知事

の答弁は非常に重大だと思っています。 

しかも、わざわざ今の文書を読んでいるのにですよ、国税庁の文書を撤回する立場ですよ、今

の話は。知事は、税務調査は本人納得しなければできないなんてもんじゃない。税務調査の基本

だと、このように居直っています。この点で、今の、いわゆる連合じゃなしに、税機構は態度と

してはどういう変化になったのか、お聞かせ願えたらと思っています。 

議  長（赤松孝一） 植田税務課長。 

税務課長（植田弘志） 徴収における調査権のご質問です。今、税機構の話をされておりましたんですけ

れども、私の理解でいきますと、今、おっしゃいました国税徴収法、１４１条ですか、１４２条

あたりだと思うんですけれども、この質問、検査権に基づいておりまして、私の理解では本人承

諾は必要ないというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） またやりだすと、時間がオーバーするな。 

見解が違うんですが、そもそもね、今わざわざ文書を読んだように、調査は事前にちゃんとし

なきゃいけないということを国の偉いさんが言うてるんですから、間違いないと思いますよ。 

それから次に移ります。差し押さえについてです。これも事前に予告が必要だというのが基本

的な考え方なんですね、国自身も、これも認めているんです。ところが、これも地方税機構の議

会で知事がですね、事前予告していない場合もあると、堂々と答弁してる。知事はもう一つ言っ

ている、予告するかどうかは裁量権の問題だと、こう答弁してるんです。おかしいでしょう。こ

れは、もう態度は当然変わっているんじゃないですか。いかがですか。 

議  長（赤松孝一） 伊藤議員、知事答弁に対する見解を当町の税務課長に問われても。 

７  番（伊藤幸男） 見解じゃなくて、制度がおかしいという、国税庁が言うとるのですから、税機構

の姿勢として変わらなあかんのじゃないですかということを言ってるんです。知事に向いている

わけじゃないで、知事は変なことを言うたけど、知事でなくて制度上、そうするべきじゃないの

かと、いわゆる税機構としては、このことを問うているんですよ。 

前回は、町長からも聞きました。 

議  長（赤松孝一） 植田税務課長。 

税務課長（植田弘志） 差し押さえのことでございます。それが、差し押さえに事前に通告が必要じゃな

いかということでございます。先ほども国税徴収法のことで言いましたけど、私の理解しており

ますのは、地方税法等ございまして、それに基づいて差し押さえをいたしております。地方税法
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では、督促状を出しまして、起算して１０日を経過した日までに、その本税の納付がなければ、

滞納者の財産を差し押さえなければならないというふうにうたってあったというふうに思ってお

ります。 

督促状を出した段階で、財産を差し押さえる場合がございますという文言も入っておったかと

思っておりますので、事前と言うたら変ですけれども、督促状が出た段階で、もう１０日たてば

差し押さえができるというふうに認識しております。 

議  長（赤松孝一） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） ちょっと時間がないので飛ばします。ともかく、以上、述べたような点、まだま

だあるんですけども、この間、前回のときに言いましたけども、その問題点は、今、私どもが主

張したのが異常のように言ってますが、世界の中での多数派になっているんですよ、今。 

世界ではね、納税者憲章や納税者の権利宣言など、ずっと多くの国々が今、可決してきてます

よ。そういう立場に立ったときにね、納税者のあり方、このことが改めて問われる、問われると

いうか、見方がですよ、政府の、国の見方が問われてくるということを指摘しておきたいと思っ

ています。 

最後、もう２分ほどですから、時間ありませんが。次に、私、飛ばしましたので、ちょっと順

番、あれですけども、いわゆる滞納の入金処理についても前回ですね、お伺いしました。滞納は

本町では、滞納分から埋めていくという、滞納徴収をしたときにはね、現年度でじゃなくて滞納

分から埋めていくという処置でした。 

税機構のほうは、当年度分に現年度分といいますか、そっちに入れていると、このずれについ

ては直りましたか。 

議  長（赤松孝一） 植田税務課長。 

税務課長（植田弘志） 滞納分と現年度分の納税と言いましょうか、収納の仕方というご質問でございま

す。 

原則としまして、現年度分が、まず、納めていただくということで、古いのが残っておりまし

たら、まず、現年を納めていただいて、古いのは延滞金がかかりますので、古いものから充当し

ていくという考え方でやってもらってますし、町のほうも、それでやっております。 

議  長（赤松孝一） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） そうなってるという意味、今の意味、今のわからないんだけども、そうなってる

のか、一緒になったのかということを言ってるんや。与謝野町の方式とね、税機構と違うかった

でしょう、前回、言ったときに。それっておかしいだろう。 

議  長（赤松孝一） 植田税務課長。 

税務課長（植田弘志） 今、申しました現年を充当させていただいて、古いのが残っとったら古いのから

順番にというのは、今のやり方でもありますし、もともと、そのやり方であったというふうに認

識しております。税機構もそうなっていると僕は認識しております。 

議  長（赤松孝一） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） それでは、町長にお伺いします。 

前回のときもお伺いしたんですが、町長は、この税機構を立ち上げの段階で、住民の説明会も

必要ということを認めて、決まった段階ででもやりたいということをおっしゃってました。この
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点は、今はどのようにお考えかをお聞かせください。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） こうした制度に移行しますというお知らせはさせていただきましたけれども、そ

れ以上に突っ込んだ中身については、それぞれの対応で、やらせていただいているということで、

特別に、その分についての説明等々は開いておりませんし、また、そうしたことは特別なお知ら

せはさせていただいてないということでございます。 

議  長（赤松孝一） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） 町長は、大事な問題から、そういうことが必要だなということに立ってたんです。

ですから、そういうことをきちっと、やっぱりやるように努力をしていただきたいと思います。

最後になりましたので、もう時間もありませんから。 

まずですね、先ほど言いましたように、世界の国々では今、納税者憲章等をやってる、日本の

政府もね、民主党政権のときに、この納税者憲章をつくるということを公約してたんです。とこ

ろがひっくり返った。 

自民党の偉いさんが大臣だったときも一度は言ったんです。これがなかなかできないんです。

日本だけです。だけ言うたらおかしいね。ロシアと日本だけです、ＯＥＣＤの中では。だから、

それほどおくれているということを、まずはっきりさせておいて、最後に質問を、町長にお伺い

します。 

議  長（赤松孝一） 一応、ゼロ分です。先ほどから。 

７  番（伊藤幸男） 議長に叱られましたので、終わります。 

議  長（赤松孝一） ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（赤松孝一） 質疑なしと認め、これにて、歳入及び議会費並びに総務費、民生費にかかわる質

疑を終結します。 

次に、衛生費、労働費並びに農林水産業費、商工費に係る質疑に入ります。１４９ページから

２２９ページの間でございます。 

質疑はありませんか。 

１番、野村議員。 

１  番（野村生八） それで、農林課長にＸキャンプ事業について質問いたします。 

平成２４年度から始まったということですので、まず、詳しくどういう事業だったのか、その

趣旨、目的等々をお伺いします。 

議  長（赤松孝一） 井上農林課長。 

農林課長（井上雅之） お答えいたします。この事業は、命の里事業の一環として行われたものでござい

ます。基本的には、京都府の事業ということでございまして、都市の大学生が農村に長期間滞在

し、新たな発想で地域住民と一緒に地域の活性化に取り組むというものが内容となっております。

それで、最初に申し上げましたように、命の里事業ということですので、滝金屋地域を中心とし

て展開をしているという事業でございます。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） この平成２４年度での事業は、具体的に、どのようなことが取り組まれたのか、
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お聞きします。 

議  長（赤松孝一） 井上農林課長。 

農林課長（井上雅之） お答えいたします。京都府の事業ということになりますので、成果というところ

では、日々の活動とかを見たり、発表会に行かせていただいたり、そういったところで知り得た

といいますか、印象を持ったというか、そういったことになると思いますけれども、大きくどう

でしょう、平成２４年度でしたら６個のプロジェクトに分けて、それぞれ学生が地域で活動した

ということです。 

旅守、全て守るという守るというキーワードで展開しておりますが、一つが旅守、食守、人守、

育守、山守、そして窯守ということで、それぞれ旅でしたら、新しいどういうんでしょう、観光

といいますか、そういったようなことも探ったり、山守でしたら、滝金屋地域ですので山に近い、

里山をどう整備していくかとか、そういったこと。 

また、窯守は、もうリフレかやの里の、あの地域にありますケーキ工房、そのケーキ工房の敷

地内にピザ窯を設置して、ピザを焼くとか、そういったような活動を行いました。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 学生が都会からですね、与謝野町、あるいは地域に来て、地域の人たちと直接、

交流しながら、コラボしながら新しいものをつくり出していくということがやられていると思う

んですが、この学生がですね、平成２４年度は何人ぐらいかかわる、あるいは来られているのか。 

また、その学生というのは、どういう形で与謝野町に来られることになっているのか、その辺

については、どういうことになっているでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 井上農林課長。 

農林課長（井上雅之） 学生の人数は、総勢といいますか、このかかわり方が、それぞれの学生個人個人

で異なっておりまして、一定の期間、基本的には、夏休みが中心だと思いますけれども、その期

間に自分が参加しやすい日に来るというようなことで、短期間滞在する者から、それこそべった

り滞在する学生とか、さまざまですけれども、人数としては３４～３５名というようなことで認

識しております。 

それと、その集まり方は、これは大学、〇〇大学の事業ではありませんので、いわゆる学生で

す。任意の大学から、京都市内を中心ですけれども、学生の、自分の、その参加の意志を持った

学生が、いわゆるそういう拠点といいますか、中心的になります組織といいますか、に登録とい

うような形で参加されて、自分の意思で来られているというような形態だというふうに思います。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 夏に長期が中心のことですが、それに向けて京都で準備を前からされている。ど

ういうことを、そこに行ったらしようかということをされているという、そういうことも含めて、

大変長期間にわたる、そういう自主的に参加された学生が、この与謝野町に来たらということで、

いろんな形で論議されながら、準備されながら、そして、来られてからは地元の人と交わりなが

ら、非常にそういう点ではですね、すごく大きな事業だなというふうに思ってます。 

これ、命の里事業というのは、京都府下でですね、何地域、この命の里事業というのは、やら

れていますか。 

議  長（赤松孝一） 井上農林課長。 
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農林課長（井上雅之） お答えいたします。本町、与謝野町と美山町で取り組まれておるというふうに認

識しておりますし、京都市内の拠点ということで、出町柳商店街に市内、学生の夏休み以外の日

常での拠点ということで設けられているというふうに承知しております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 主に与謝野町と美山、そもそもこの命の里事業が美山での、その地域づくりの実

践の中で、京都府が生み出した事業だろうというふうに認識しています。そういう点では、府下

でですね、先進的にやられている事業だなと思ってます。 

美山については、いわば平成２４年度始まってますけども、本格的なように、余り見れないん

ですが、与謝野的の場合は本格的に、平成２４年度からやられている、ちょっと美山は、平成

２４年度は準備みたいな形かなというふうに思っているんですが、そういう点では、京都府下で

与謝野町が一番先進的な取り組みがされているのかなと思っています。 

こういう大きな事業なんですが、この財源なり、あるいは町が、そのために使っている予算

等々をですね、資料の１４１ページにあるわけですが、この事業の仕組みですね、財政的な仕組

み、これについてお聞きします。 

議  長（赤松孝一） 井上農林課長。 

農林課長（井上雅之） ご説明いたします。基本的に京都府の事業というふうに申し上げました。基盤と

なる事業は京都府から、いわゆる事業主体となります、先ほど学生を集める組織というような表

現をしましたが、応用技術研究所という法人に、法人というか、団体といいますか、に補助金と

して２００万円、そして、３００万円の事業費で応用技術研究所は事業を展開されておるという

ふうに聞き及んでおります。 

それと、それに関しまして与謝野町につきましては、この１４１ページの２０番の命の里事業

の中で、かかわっておりまして、町の農業振興事業費補助金を活用して滝中山間振興会のほうに

滝金屋ですね、１０５万３，６９２円ですかね、で事業をされておるということで、町は、その

２分の１弱ですが、５０万円の助成をしておるという内容になっております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 応用技術のほうは、府からの２００万円で３００万円事業されてても、それが全

て与謝野町に使われているわけではないんだというふうに思うんですが、そのうちの、恐らく今

の事業量で言えば、半分以上は使われている。町のほうは１００万円少しということで、

２５０万円ちょっとから３００万円ですかね。これだけの事業ができているのかなというふうに

思います。そういう予算的な面から見てですね、この平成２４年度の取り組みの量、規模、そし

て、来られた学生の、そういう動き等々ですね、課長としてはどのように思っておられるでしょ

うか。 

議  長（赤松孝一） 井上農林課長。 

農林課長（井上雅之） やはり命の里事業、これが地域を存続させていくというもの、それと二つの地域

が連携すると、そういった事業である。その事業の中に、まさに、その事業があって、このＸキ

ャンプがプラス側の作用を与えているというふうに評価をしております。特に２年目になりまし

た、今回、決算、平成２４年度ですけれども、やはり平成２４年度については、地域のほうも初

めてで、なかなかいろいろと大変だというような声も聞かせてもいただいておりましたが、２年
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目になるにしたがいまして、なれてくるというたらあれですけれども、浸透もしてきておるのか

なというふうに思いますと、一定、Ｘキャンプのほうでは１０年、２０年というようなスパンで

考えておられますし、学生も、そのように言っております。ただ単に単年度、学生が来て、ただ

帰るというような、だけではなくて、やはり中長期的に、第二のふるさと的に学生が、この町を

思っていただけたら、将来的にも町の振興には寄与するんではないかと、そのように考えており

ます。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） ３４～３５人の学生が来ていただいたと、こういう学生の方々がですね、この与

謝野町をどのように受けとめられたのか、どのようなものを与謝野町から得て帰られたのか。そ

ういう学生の思いというのを、もしお聞きでしたら、ご紹介いただきたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 井上農林課長。 

農林課長（井上雅之） なかなか全員というか、限られた方との会話の中にですけれども、やはりこのＸ

キャンプに参加されるという学生は、今の時代なかなか、田舎を持ってないという方も多くおら

れるということで、最初に来られたときからすばらしい環境だということで、もう私たちが見な

れた風景でも、本当に感激をされておられました。また、４年生の学生が、今回、最後だという

学生につきましても、この取り組みをですね、先ほど申し上げたように引き継いでいきたいと、

逆に学生のほうが学生につなげていきたいというようなことも聞いておりますので、そういった

意味では、先ほど申し上げた、第二のふるさと的なふうに感じてもらえとるのかなというふうに

は思っております。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） ただいま議員のお尋ねは、その人たちが何を感じて、得ていただいたんだという

ことですけれども、私も発表なんかされるときに行かせていただきましたように、そういうこと

だけではなしに、我々が得るものもたくさんあったなと思ってます。 

例えば、古地図、それぞれ金屋にある古地図とか、そうした地図から、今現在どういうところ

にどういうものがあって、どう地図と古地図と今との現況が違っているかだとか、それをわかり

やすくイラスト等に落として、そして、子供たちにも、そのふるさとのよさを伝えるような、そ

んな工夫をして、この地域のよさを伝えることをしたりとか。 

それから、食のほうでは、要するにサバ缶の、丹後のサバ寿司といいますか、ばら寿司、それ

をお祝いのときにということで、ケーキ風に丸くしてみたり、あるいは、サランラップにおにぎ

りで、中に具を入れて、上を卵とか、そういうので飾って、おにぎり、おむすびにしたような形

とか、そのやはり我々が常しているお寿司という、ばら寿司という感覚を、やはり新しい感覚で

ラップに包んであれば、正直なとこ、三河内の祭りなんか、それを持って歩けば、途中で食べら

れるような、まさに何か発想がね、やはり新しい発想を、そのことがいい悪いじゃなしに、新し

い発想を我々に教えてくださったなと、そういう意味で、また、与謝野町に行きたいし、卒業し

てしまうけど、次の大学の後輩に継いでいく、そして、また来るのも、自分たちの都合の、出た

り入ったり、秋口になっても、まだ少し来ますとか、そういう形での、あれで、地元もある意味、

１年目はやっぱりお客さん的な感覚があったんでしょうけど、ことしあたりは、それがもう少し

解けて、打ち解けた状況が見えたので、こうしたことを続けていくことで、一つ大きな力になっ
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ていただいたりするんだなというふうに改めて感じたところです。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 私も六つのプロジェクトの内容を見てましてですね、想像もできないことをやっ

とんなるなということで、町長が言われたのと同じような印象を受けました。 

それで、課長に質問しますが、反対に、受け入れた地域の人たちや、また、子供たちとも取り

組んでおられますが、子供たちは来ていただいた学生に対して、あるいは一緒にやった取り組み

に対して、どのような思いを、町長は、先ほど言われましたが、その皆さんは、どのような思い

を持っておられるというふうにお聞きしておられますか。 

議  長（赤松孝一） 井上農林課長。 

農林課長（井上雅之） お答えいたします。子供たちに対しては、直接、聞く機会というか、聞いており

ませんので、生の声というのは承知しておりませんが、発表会などにおいては、子供たちも来て、

そのときに学生と会話をしておるような様子を見ておりましたら、やはり本当に溶け込んでおる

ような印象といいますか、であったんだろうなというふうに感じました。 

それと地域につきましては、先ほども申し上げましたように、本当に、特に１年目というのは、

本当に受け入れるほうの側としては大変だったんだろうなというふうに思います。担当者には、

いろいろと細かい点も、担当者を通じては聞きましたが、課というか、公の場での、そういった

意見というのは特にない。ですが、実際の現場ではいろいろとあったんだろうなということは想

像をしたり、担当者の報告で認識もしております。 

ですが、１点、一つ直接、中心的な農家の方とお話しした中では、農業体験といいますか、手

伝いに何日間か学生が行ったと、そういったことで受け入れた、初めは、こういう事業なんで、

しゃあないしというような感覚で受け入れたということだったですけれども、先ほど町長が申し

上げましたように、逆にそういう若者のエネルギーというんですか、そういったものも与えても

らえたというようなことで、そういった面での評価は聞かせていただきました。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） この府から委託されている応用芸術研究所というのは、Ｘキャンプを生み出す前

にアートキャンプという、そういう先行事例を引き継いでですね、引き継ぐというか、そこから

Ｘキャンプということになっているんだと思うんですが、そういうアートキャンプで生み出した、

一定の年月をかけて生み出したのを、町長の、先ほどの答弁を聞いていると、平成２４年度、平

成２５年度、ことし２年目でね、もう既に与謝野町では、そういうところに行きついているのか

なと、先ほど言われましたように、単に来て帰るということだけではなしに、第二のふるさとと

思っていただけるようなことになっているとかね、いうふうに受けとめています。 

それで、このＸキャンプというのが命の里ということで、事業ということなんですが、一方で

は命の里事業もそうなんですけども、まちづくりですね、そういうものとして取り組んでいると

いうことなんですが、このＸキャンプを、こういうまちづくりとしてですね、どのように平成

２４年度だけではなくて、ことしも含めて課長は捉えておられるでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 井上農林課長。 

農林課長（井上雅之） お答えいたします。もうまさに平成２４年度、平成２５年、ことしと実際に活動

を展開されとるということで、相当の、まちづくりには効果というか、寄与といいますか、表現
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はあれですけれども、まちづくりになっておるんだというふうに認識しています。 

やはり、この基本が、学生の発想と熱意と地域の方々の知恵と経験が融合し、新しい作用の創

出を目指すということなので、やはり作用が大事だということだと思っています。農林課として

ですね、このまちづくりということについては、やはり余り受け入れ体制といいますか、地域の

方と、なるべくスムーズに円滑に地域に入っていただくようなことは考えておりますけれども、

やはりまちづくりという点では、地元の方々が主体的に考えていかれることだというふうに思っ

ております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） そういうまちづくりの点でもですね、大きな貢献があるということでしたが、一

方で内容を見ていても、いわば農林課だけではなくて、ほかの所管課から見ても、非常にかかわ

れる部分が想像力を発揮すれば大きいのではないかと思います。 

まず、商工観光課はですね、このＸキャンプに対して、どのような対応をされてきているでし

ょうか。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） 私のほうからもお答えをさせていただきます。 

このＸキャンプの話がございまして、平成２４年度から商工観光課も、観光面として旅守の中

へ入らせていただいてまして、平成２４年度ではちょっとバックアップ的な部分や、町の観光ス

ポットなどをご紹介をさせていただく中で、少しずつ取り組みを進めまして、平成２４年度では

秋のまるごとミュージアムのときに、Ｘキャンプの生徒さんたちに浴衣を着ていただいたり、着

物を着ていただいて、モデルになっていただいて、その後も、まるごとミュージアムのときに着

物でおもてなしといいますか、にぎわいづくりをしていただいてくれております。 

そういう中で、平成２５年度になってきますと、少しなれていただいて、ちりめん街道の中に

も入ってもらったり、観光の部分で、観光のモデル的なツアーが組めないかというようなことも

やってくれたりしてます。それとまた、農林課長の話もありましたが、出町商店街のほうで平成

２４年度２回ですか、与謝野町の少し物産販売ＰＲもちょっと行わせていただいたりして、出町

商店街の方々とのつながりも、商工観光課としては持たせていただいて、この夏には出町商店街

の方が天橋立、ちりめん街道などを訪れていただくというようなこともできておりまして、商工

観光課としては出町商店街との観光面、物産といいますか販路拡大の部分でもつながっていきた

いということで、商工観光課としても、そういう取り組みでつながらせていただいております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 先ほど、町長が答弁されました古地図の取り組みなどは、教育委員会にも、私は

非常に示唆を与えているのではないかなというふうに受けとめているんですが、教育委員会、こ

の古地図の取り組みなんかで、何かかかわりをされたことはありますか。 

議  長（赤松孝一） 垣中教育長。 

教 育 長（垣中 均） 私自身がＸキャンプを知りましたのは、最近でございまして、それの成果の冊子

を読ませていただいたわけでございます。そんな取り組みがあったのかという不明を恥じます。

生かすことができるものがあれば生かしたかったと思います。ある意味では残念に思っておりま

す。以上です。 
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議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 時間がないんで、全ては言いませんが、ほかの課についてもですね、非常に、こ

のＸキャンプを率直に見ればですね、非常に命の里事業の中のまちづくりだけではなくて、全町

のまちづくりにですね、大きく影響を与える可能性あると思うんですね。こういう点についてで

すね、これは、だから町長か副町長か、今後そういう視点でですね、全課がやっぱり連携をとっ

てという、前から言ってますが、まさにこれは必要ではないかと思ってますがいかがでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 教育長もおっしゃいましたけれども、私自身も昨年からしておられるのはわかっ

ておりましたけれども、その中身的なものが、いまいちわからなかったんです。その前、アート

キャンプですかね、おっしゃっていたようなことはお聞きしてましたけれども、ことしになりま

して、昨年の報告の冊子をいただいて、こんなことまでされているのかというのが一つ大きな、

新たに見出した価値といいますか、そういったことでしたし、今回、ましてや、わずかでしたけ

れども、夏まつりに行かせていただいたり、この間、報告会というか発表されるのに行かせてい

ただいたりする中で、生徒さんたちも、ちょっと仲よしになったりで、いろいろと話を聞かせて

もらう中で、確かに、そこの地域ですけれども、その地域の地域づくりというか、それは大事な

ことですけど、その考え方、あるいはアイデア、そうしたものは、ほかの地域にも利用というか、

展開できるし、与謝野町全体で展開できる話かなというふうに思いましたので、また、今後に向

けましては、みんなで知恵を出しながら、どう生かしていくか、お互いに向こうも研修される中

身の濃いものになっていくか、その辺もお互いにコミュニケーションを図りながらやっていきた

いなというふうに感じております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 先ほど答弁されているように、来られる学生は非常に自由な形で参加ができると

いう内容になっているようですが、この来られた方の感想の中でも、ＯＢになっても来たいとい

うふうなのがありますね。そういう点では、そういうことも含めて今後、まさに、来たい人が、

学生という形に縛るのではなくて、もっともっと広げていける可能性があると思うんですが、そ

れらの点については、どのようにお考えでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 井上農林課長。 

農林課長（井上雅之） 農林課としては、余りその具体的な展望というものは描いてはおりません。 

先ほども申し上げましたように、学生と地域とのお互いの作用といいますか、それの化学反応

といいますか、そういったことを活発にできるようなことをするということが大事かなというふ

うに思っております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） そういうかかわりを持っていただいた方に引き続き、この地域との共同といいま

すかね、共生といいますか、可能性があるみたいなんですが、農林課はということですので、こ

れはぜひ、ほかのところでですね、そういう取り組みは大事だと思いますが、となりますと企画

財政でしょうか、あるいは町長、いかがでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） まさしく今、先ほどから出てますようにＸキャンプ、要するに、それぞれがかけ
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合うことによって、新しい化学反応が起こって、新しいものが生み出されてくるという、そうし

たことの意味もあるんではないかと思いますので、それが持続していくような、また、話をお聞

きしてますと、先の話なんでちょっとわかりませんけど、こっちを第二のふるさととして、こっ

ちで結婚してもいいな、お婿さんか、お嫁さんを見つけようとしておられる方もあるようなお話

も聞きましたけど、そういう形でいい方向に進んでいければいいなと思いますし、それらについ

ても、先ほども申し上げましたように、全町的な形での取り組みも、担当は担当ですけれども、

そうしたことも必要かなというふうに思っております。 

このほかにも、いろいろな、あっちこっちで化学反応が起こるような、そういう動きもあるよ

うですので、それらも大事にした、おつき合いがしていきたいというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 命の里事業に、このＸキャンプが加わることによって、さらに大きな力が生み出

されているというふうにも受けとめています。農林課については、この命の里事業、今の事業を

モデルに、これを全町に広げたいということで、ことしは温江ですかね、含めて取り組まれてい

ます。そういう地域でもですね、このＸキャンプは、この事業なんで、こういう形にはできない

かもわかりませんが、こういうことが取り組まれることが大きな効果があると思うんですが、そ

ういう点での農林課の考えを伺いたい。 

議  長（赤松孝一） 井上農林課長。 

農林課長（井上雅之） 命の里事業の次のステップ版といいますか、あすの京都村づくり事業ということ

で、温江地区が取り組まれております。 

今現在も６次産業化に向けて、具体的な話をもう頻繁に地域で行われておるということでござ

います。いずれの場合にしましても、基本は、やはり地域が主体であるというところを基本に置

いて、そこでどんな、今ある事業なりメニューが、どう効果的に、その地域地域で対応できるか

なとか、そういう視点で、今後も進めていきたいというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 京都府の事業として、命の里事業として大きな効果、町の予算としては１００万

円ということですが、非常に大きな事業効果が生まれているなということを決算で見させていた

だきました。府下で与謝野町が先進的に、まちづくりそのものがですね、新しい形のまちづくり

が取り組まれているなと思っています。 

これはできましたら、ぜひ、農林課とすれば全町に広げるわけですから、京都府の事業だから、

そこしかできないじゃなくて、与謝野町として、こういうふうな取り組みをですね、ぜひ検討い

ただいて広げていただきたいということを指摘して終わります。 

議  長（赤松孝一） ほかに質疑はありませんか。 

９番、家城議員。 

９  番（家城 功） それでは質問をさせていただきます。 

商工関係の分野にちょっと質問をさせていただこうと思っております。平成２４年度予算質疑

の中で商工観光課の所管に関しては、新たな取り組み、また、中小企業振興基本条例が生かされ

たような事業が予算に反映されていないのではないかというような質問をさせていただきました。 

当時の太田課長ですが、従来の事業を取り組む中で、ビジネスチャンスを生かし情報発信に努
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め、次につながる準備を進めていきたいというようなご回答がございましたが、平成２４年度を

振り返られまして、どうお感じになられたか、担当課の課長でもよろしいですし、町長でも結構

なんでお答えを願いたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） 私のほうからお答えさせていただきます。中小企業振興基本条例ができまし

て、その平成２４年度の動きというところでございますが、まず、産業振興会議のほうでござい

ます。こちらにつきましては、平成２４年度で、これまでの委員さんが２期目のスタートという

ことで、２５名の委員さんで再スタートをさせていただいております。約半数の方が留任といい

ますか、継続でお世話になりまして、新しい方を加えましてスタートをし、７月には、その条例

施行記念のシンポジウムを、わーくぱるで開催をさせていただきまして、２６０名規模の方々に

参加をいただいております。また、産業振興会議のほうでは、年間９回程度の会議、また部会を

４回等を行いまして実施をさせていただいております。 

平成２４年度の新しい産業振興会議の委員の中にはオブザーバーを、これまでの岡田京大教授

のほかに４名お世話になっております。５名の中で岡田先生、それから、丹後広域振興局の商工

観光労働部の小西室長、それから、京都銀行の加悦谷支店、また、岩滝支店のほうから、それか

ら京都北都信用金庫からも１名お世話になりまして、そういう体制で取り組んでおります。 

平成２４年度では、大きな事業等が目立ったところはないということでございまして、産業振

興会議も、議員さん方にも傍聴に来ていただいておりますが、たくさんの、１２９項目の中から

の絞り込みを鋭意進めているところでございました。 

平成２４年度では、一部で産業振興施策で産業振興会議の意見等も踏まえた中で、少し中身の

部分で変更をしているというようなところの取り組み状況でございまして、議員さんおっしゃる

とおり、少し目に見えた部分では出せていないというようには思っております。 

議  長（赤松孝一） 家城議員。 

９  番（家城 功） この中小企業基本条例が策定されますときに、私も賛成討論もさせていただいて、

その中で策定するのが最終のゴールではなくて、この策定されたものを、いかに有効的に活用し

た中でまちづくり、また、産業づくりをしていくのかということが大事ではないかなというよう

なお話をさせていただきました。 

平成２４年度の総合計画のベンチマークの資料がございますが、やっぱりこの産業振興の部分

には、ほとんど笑った顔、普通の顔、悲しい顔で、点数、達成率をあらわしておられるわけです

が、産業振興のほうは、もうほとんど泣いておられますね。 

そういった中で、産業振興会議は、私も何度も行かせていただいて、町内のいろいろな方が一

生懸命知恵を出され、そういった中で最近では、まちグルメだとか、そういった取り組みも進め

ていただいておるんではないかなと思っておりますが、以前、私も何度か会議を行かせていただ

いておる中で、大体、行政の、その担当の部分というのは、もう担当課がやっていれば、ほかの

課は関係ないというようなふうに思われがちだと、もっと連携をとってほしいというような話は

常々言うとるわけですが、そういった産業振興会議、私も何回か行かせていただいておりますが、

例えば、ほかの課でも、そういった会議に参加をされる時間を少しでもつくったりしながら、会

議に、どんな意見が出るんだろうかというようなことを聞かれて、その後、職場に帰られ課長会
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だとか、担当者会議だとか、そういった中で意見交換をする、そういったことも今後につながっ

ていく一つの施策ではないかなというふうに感じております。 

しかしながら、先ほども言いましたが産業振興会議に伺っても、職員のほかの課の方、町長も

副町長もお見かけしたこともありませんけども、そういった中で、今、町の人が何を本当に産業

振興に関して話し合われて、求められておるのかというのを、やっぱり職員全体で受けとめなが

らやっていく、それが、町長がいつも言われる自助、共助、商助、公助の中の公助に当たる、公

でできる部分は公がするという部分に当たるのではないかと思いますけども、その辺はいかがで

しょうか。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 確かに連携ということは必要ですし、それらについて、よその課も知らん顔をし

てるというわけではございません。やっぱり産業振興会議の中には、農業関係、福祉関係、それ

ぞれいろんな方が入っておられますし、教育ももちろん、そうした中で、この全体の、与謝野町

の、自分が直接関係なくても、やはりいろんなアイデアを出す中で、今後、この地域を、どう盛

り上げていくかということを、まさしく商助の立場で考えていただいているというふうに思って

おりますし、それらについては、確かに私自身は出ておりませんし、ほかの課長も出ておりませ

んけれども、それぞれ報告を受けて、今の進捗状態は聞かせてもらっております。 

ことしあたりのまちグルメなんかの取り組みについても、まちづくり本部会の中で、そういう

ことをやるので、みんなも協力しようということで、職員も、そうした中にプライベートで行く

ようなときは、そういうとこを利用するような、そういう協力の仕方をしておりますので、全く

知らん顔ということではないということだけはご理解いただきたいというふうに思います。 

議  長（赤松孝一） 家城議員。 

９  番（家城 功） ぜひとも現場に行かれれば、さまざまな、いろんなすばらしい意見が飛び交って

おります。そういった意見にぜひ耳を傾ける機会をつくっていただければと思っております。 

それと次に、企業誘致の件ですけども、午前中の田議員の質問で、若干の思いは聞かせてい

ただきましたが、この企業誘致については、数年前の監査委員さんの意見書にも企業に出向いた

実績が余り感じられないと、翌年はもっと積極的な報告を求めるというような報告があったんで

すけども、その年もなかったように記憶しておりますし、平成２４年度にも、その実績件数とい

うのは余りないように感じております。 

昨年、平成２４年度につきましては、緊急雇用の事業も多少はあったもんで、雇用対策の一環

としてはつながった部分もあるんではないかなというふうには感じておりますけども、やっぱり

雇用にかかる問題は、私も田議員と一緒で、地域の大きな、依然として課題であると思ってお

ります。地域の若い人が働く場所が少なく、町外に勤めに出られたり、また、仕事を求めて都会

のほうに、町から離れられたり、そういった中で、この少子高齢化も含めて、深刻な状況の中で

企業誘致というのは、一つの大きな町の活性化にもつながっていくというふうに感じております。 

ところで、平成２４年度に、町長は大きな会社の社長クラス、社長さんかどうかちょっと僕は

ようわからんのですけど、お出会いになられております。それはオリンピックに出られた木﨑さ

んのダイハツ工業です。直接、お出会いになられて、やはりそういった意識を持っておられれば、

当然、ぜひ与謝野町にでも工場を建ててもらえないだろうかというようなお話はしていただいと



－389－ 

るもんだとは思っておりますけども、やっぱりそういった、ちょっとした出会い、つながりが、

そういった結果になる。 

午前中の中では、地道な取り組みの中でというような言葉も出てきました。企業誘致こそ地道

な取り組みの中で結果につながるもんだと感じております。特に、このダイハツに関して言いま

すと、税務課の資料で、当町の軽自動車、軽四輪自動車の納税者、約８，５００台ございます。

これ町民の数で割りますと、大体４人に１人以上の人が軽自動車を所有されとるか、乗っておら

れるか。そういった中で、ダイハツにとってもいい話ではないかなと、また働く場所があれば、

地域に、若い人にとってもいい話であり、お互いにそういった効果が得られる、そういったつな

がりの中で、企業誘致というものは進めていくべきではないかと感じておりますが、町長いかが

でしょうか。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） ダイハツの方に限らず、いろんなところで、いろんな会社の社長だとかいうこと

にはお出会いはいたしております。だけど、朝にも申し上げましたように、ここの町の風土に合

ったものというのも、これは大事な要素ではないかなというふうにも思っております。 

そうしたことで、夢のようなことであっても、言ってみるのもいいのかもわかりませんけれど

も、やはりシビアな会社の大きなところが、池田にダイハツの町一つができるような、そんなと

ころに、やっぱり集約して、そうしたことをやっておられる中で、そのダイハツだからというこ

とではないですけども、いろんな出会いの中に、大きないろんなチャンスはあるかと思います。

それは大きい社長であるか、個人であるか、いろいろな方があると思いますけれども、やはり与

謝野町に適した、そうしたことがあるんであれば、当然、お勧めもしたり、あるいは、なるもの

なら、そうしたことをさせていただく、そうした思いは持っております。 

それもですし、私、一番気になっているのは、やはり今までに、こうして与謝野町にゆかりが

あって来て、出て来ていただいている企業が今、大変しんどいような状況の中で、やはりそこが、

ここで夢を描いて一生懸命、起業家をして頑張っておられますんで、それらについても、まずそ

こが、この町の土台を築いていく上での大事な力になっていただくと思いますので、それらもあ

わせてというより、そちらのほうにむしろ力を入れてやっていきたいというふうに思ってます。 

もう一つ、福祉のほうも、こんだけ施設ができてきました、いろいろな資格を持った人も、看

護師、あるいは、その他の方たちの人材も、まだ足りない状況ですので、そうした人材を生み出

すような施策も合わせながら、この土地に住んで、そうしたものを支えていただく力になってい

ただくようなことも考えていく必要があるんではないかと思っております。 

議  長（赤松孝一） 家城議員。 

９  番（家城 功） 基本的な考え方の違いというか、思いの違いなんで、当然、地元の企業、また進

出してこられた企業の育成、また、そういったことも大事だと思います。それと同時に、やっぱ

り若い人の働く場所がないという現実の中で、せっかく大阪まで行って、ダイハツの社長に出会

われたんなら、だめであろうが、できなかろうが、やはりそのお願いをされる、そういった姿勢

の中で、町長、いろんなとこに出向かれて、いろんな方とお出会いになられるんなら、なおさら、

そういった活動をしていただく、午前中でも、今もございましたが、風土に合った企業というの

は、私あんまり理解できません。とりあえず働く場所があれば、まず、それが風土になっていく
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と思います。 

だから、そういった思いの中で、私たちもいろんなとこに出向いて、いろんな方にお出会いし

た中で、与謝野町に来てくださいよというふうな声かけはしております。しかし、小さな町の小

さな議員が言う言葉と、小さな町であろうが、町のトップが言う言葉では大きな違いがあると思

います。そういった中で、そういう出会いがあれば、そういった話をどんどん進めていっていた

だきたいと思っておりますんで、よろしくお願いします。 

次に、ページでいいますと１６３、不法投棄でございますが、いろいろとカメラをつけていた

だいたり、対策をしていただく中で、現状が、今の、わかっておれば教えていただきたいと思い

ます。 

議  長（赤松孝一） 朝倉住民環境課長。 

住民環境課長（朝倉 進） 決算書の１６２、１６３ページの関係でございます。 

こちらには人件費の関係がございません。人件費の関係につきましては、決算書の１７３ペー

ジのほうに人件費の関係、雇用対策費のほうで人件費ですとか、使用料及び賃借料のほうで自動

車の借り上げ料ということで掲げております。この関係の現状ということでしたので、ご説明の

ほうを申し上げます。 

臨時の不法投棄監視員さんを週に２日、大体、月曜日と金曜日の週２日ですね、２人の方に組

んでいただいて、軽自動車で主に街道筋ですとか、峠ですとかいうふうなところを順繰り順繰り

回っていただくと、その中で不法投棄物ですとか、あと家電、テレビ、冷蔵庫だとか、そういう

ふうなものがありましたら、その段階で回収をして帰ってくるというふうな形でございます。 

ちなみに、平成２４年度の実績から申し上げますと走行距離、１年間の走行距離ですが、

７，２００キロ程度、あと回収しました量は７，２００キロ程度ございます。以上です。 

議  長（赤松孝一） 家城議員。 

９  番（家城 功） 時間がないので手短に言います。町内を巡回していただいて、こういったごみが

かなり出ている、そういった中で空き地、空き家の近辺にも、かなりそういったごみは広がって

おります。 

昨日、その前の日ですか、ある方から連絡があって、空き地の中でマムシの巣がある、ハチの

巣があるというようなことも聞いております。ごみだけにかかわらず、そういった環境面でも空

き地、空き家対策も早急に進めていただきたいという思いもございますので、この不法投棄とあ

わせまして、ごみが町から一つもなくなる、そんなすばらしい町を、ぜひお願いします。以上で

す。 

議  長（赤松孝一） 家城議員の質疑を終わります。 

お諮りいたします。 

決算認定については、本日は、この程度にとどめたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長（赤松孝一） ご異議なしと認めます。 

本日は、これにて延会することに決定しました。 

この続きは、９月２４日午前９時３０分から開議しますので、ご参集ください。 

お疲れさんでございました。 
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（延会 午後 ５時００分） 

 


